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日平 滑 筋 誌(Jap. J. smooth Muscle Rcs. ), 1, 117-138, 1965.

第6回 日 本 平 滑 筋 学 会 講 演 抄 録

会 長 九州大学教授 後藤 昌義

昭和39年9月17.18日 福岡市明治生命ビルにおいて

1.平 滑筋運動の光学的研究方法

福島医大 第二生理

塚 原 進

小腸(兎)を 偏光で観察するとその収縮時にその部

の明るさが変化する.顕 微鏡によりその小部分を拡大

し光電エレメントにより電流変化に変換すると光学的

運動曲線がえられる.こ の曲線は従来の機械的な曲線

と経過が少しちがい,光 学的のものの方が立ち上りが

急で頂点時が短い.機 械的の曲線は多くの線維の収縮

平均値であるのに対し,光 学的曲線の方が線維数が少

ないからと思われる.

偏光を用いる方法には横紋筋では古くからその複屈

折性が知られている.平 滑筋の場合は少しちがって,

光の施光性の変化と考えた方がよいように思われる.

この方法は,は なれた所から運動状態が検出でき,

また標本そのものに検出のための負荷をかけない点で

特長があり,微 少部の運動の研究も可能であろう.

2.子 宮筋の電子顕微鏡的研究(第4報)

自衛隊中央病院研究部

亀 谷 謙

前回の本学会においては,家 兎双角子宮の児を孕ん

だ側の子宮角と,孕まなかつた側の子宮角とを比較し

て,児 を孕んだ側の子宮角における多量のglycogen

顆粒の出現および筋細胞膜の入り組み(interdigita-

tlon)の 存在を認め,こ れらの所見は分娩時の準備と

して,児 の存在するための子宮筋の局所の反応と考え

られることを報告した.

今 回は妊娠中の子宮筋細胞のこれらの所見がartif-

actで はないことを確認するために,分 娩開始時の家

兎子宮を長軸の方向にいろいろな張力の下に固定して

観察した.

1)プ ラスチックのシーネを当てて生体から切り出

した後に短縮しないように固定した試料では筋細胞間

のinterdigitationは,切 り出して 自然に収縮した

状態のものよりその入り組み方は減弱していない.

2)生 体における自然の長 さの2倍 に伸長して固定

した試料においてすら,筋 細胞のinterdigitationは

ところどころ保存されている.こ のことはinterdigi-

tationが まつたく強固な構造であることを示唆して

いる.

したがつて,こ の筋細胞間の強力な結合様式,す な

わちinterdigitationは,試 料の収縮によるartifact

ではなく,分 娩時子宮の収縮に適した生物学的な現象

で あ る と考 え られ る.

3.子 宮傍,腟 傍自律神経支配に関する組織

化学的研究ならびに組織学的研究

日本医大第一病院 産婦人科

鈴村 正勝 武 田 正吾 鉄田 昭雄

当教 室 に おけ る,子 宮収縮 に 関す る研究 の一 環 とし

て,子 宮 こ とにそ の頚部 な らび に膣傍 の 自律 神経 支配

を,monoamin oxidase(MAO)お よびcholines-

terase(ChE)活 性分 布 に よ り検索 す る と ともに,子

宮筋 層 内の神 経線 維 に対 しては,Bielschowsky鍍 銀

法 の変 法 を用い た.

実験 方法 家 兎(単 一 型)の 非妊,妊 娠 初期,中 期

末 期 お よび人子 宮(手 術 標本)を 用 い,ChE活 性 分

布 はKoelle III法,MAO活 性分 布 は高松 法,筋

層 内神 経染 色 にはBielschowsky鍍 銀変 法 を用 い て

検 索 した.

(1)家 兎(1)ChE活 性:i.神 経線 維,卵 管,子 宮体

部 に おい て はほ とん ど 欠如 す る か或 いは微 弱 で あつ

た.頚 部後 面 か ら,腟 壁 へ と徐 々に活 性 を示 し,腔 傍

神 経叢,F神 経叢 では 強い活 性 を示 し,明 らかにch-

oline作 働性 神経 の存 在 を示 した.ま た頚 部後 面 に お

い ては,壁 内の かな り深 層 まで 明 らか に認 め られ た.

ii.神 経 節 腟壁 傍部 におい て,腟 の末 梢1/3か ら

F神 経 叢 にか けて,神 経 細胞 に強 いChE活 性分布

を示 した.(2)MAO活 性,i.神 経線 維 に対 しては,

活 性微 弱 で あつ た.ii.神 経節ChE活 性 分布 と同部

位 に,核 陽性 型.核 陰性 型神 経節 細胞 が混 在す る神 経

節 が認 め られ,adrenergic neuronの 混在 が推定 さ

れ る.(3)鍍 銀 法:頚 部 後面 に,植 物 神経線 維 と考 え

られ る神 経束 が あ り,そ の 終 末 は,植 物性 終網 と し

て,筋 層内 に認 め られ る.

(2)人(1)ChE活 性:i.神 経線 維 家 兎 とほ ぼ

同様 の活性 分布 を示 した.た だ形態 学的 に,人 の頚部

は,兎 に比 して長 く,腟 は短 い.子 宮 下部 壁 内に おい

て も,か な り末 梢 まで活 性分 布 を 示 し た.ii.神 経

節,頚 傍,傍 腟 内蓋 部 に強いChE活 性 を有 す る神経

節 を認 め得 た.(2)MAO活 性:i.家 兎同様 活性 は微

弱 であ つた.ii.神 経節ChE活 性 を示 した と同様 の

部位 に,核 陽性型 神経 細胞 の多 い神 経節 が認 め られ,

adrenergic neuronの 混 在 が推定 され る.(3)鍍 銀法:

頚 部後壁 におい て,植 物性 神 経束 と考 え られ る40～50

本 の線 維 よ りな る神経束 が認 め られ,子 宮下部,体 部 へ

と,神 経 束 は細 くな り,そ の終 末 は,植 物 終網 とな り,筋
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層および固有膜内に形成されている.ま た知覚線維と

考えられるものも存在する.以 上の所見から子宮頚部

には,自 律神経支配が存在すると考えられるが,Bay-

er-Hoffの い う,分 娩時における作用の逆転を説明す

る結果はえていない.

4.哺 乳動物子宮筋走行に関する研究

日本医大第一病院産婦人科教室

鈴 村 正 勝 佐 治 正 敬

私は子宮収縮の研究の一貫として子宮筋の構造 とく

に子宮筋走行についての研究を企てました.実 験方法

としてはB. L. Kreikampが1940年 に行なつた

方法を応用し,す なわち摘出子宮を15～20%硝 酸溶

液中に24時 間浸した後,粘膜面あるいは漿膜面より漸

次筋層を剥離しその走行を追求し,さ らに子宮各部の

計測を行ないました.こ れによると各動物とも腹側で

は背側よりも遙かに複雑な構造を呈している.そ して

外層である縦走筋は重複子宮(家 兎)か ら中間型子宮

(豚),重 複子宮(牛),双 角子宮(馬),単 一子宮(人)

に向かうにつれ一層であつたものが数層になり内層で

ある輪状筋に連絡しさらに両筋層間に著明な血管層が

現われる.そ して輪状筋は左右子宮角より頚部にいた

るまで別々に存在していたものが途中すなわち子宮体

部でひとつの輪状筋となる.こ の際左右子宮角を連絡

していた筋が次第に発育し子宮底筋を形成,そ の一部

の筋が子宮下部に向かい子宮縦走筋を生じこの縦走筋

より斜め外方または内方に斜走する筋が生じ,他 の一

部の筋は輪状筋へと移行し単一子宮を形成するにいた

る.つ ぎに子宮角および体部の長さの比についてみる

と豚子宮角が体部1に 対して6.5倍,家 兎4.3倍,牛

2.5倍,馬0.5倍 であり人子宮の場合は零倍と考えて

良いと思います.そ して豚子宮角がもつと も長 く家

兎,牛 馬,人 子宮に向かうにつれて次第に短 く遂に消

失,逆 に子宮体は豚子宮より人子宮に向かうにつれ次

第に発達することになります.以 上の所見でもわかる

ように多胎動物では角が長 く体部が短いのに反し単胎

動物でもとくに進化が進むにつれて角が次第に消失し

体部が著しく発達します.

5.穿 刺法による家兎の妊娠分娩産褥の

子宮筋収縮について

日本医大第一病院 産婦人科

鈴村 正勝 木島 威也 中江 信司

1)穿 刺法によりin vivoに おける家兎の妊娠分

娩,産 褥期の局所的の子宮筋の収縮を研究し,縦 走筋

性と思われるF波 とG波 をえた.

2)F波 は妊娠初期に多 く,非 伝播性の局所的の収

縮波であり,G波 は伝播性があり,妊 娠初期に少なく

末期や分娩時に多く出現する.分 娩日には急にG波 が

増大する.

3)G波 の 伝 播 は 腟側 へ も,卵 管側 へ も 向 う.

pace makeは2か 所 以上 に存 在 し うる.伝 播 速度

は妊娠 中期 で3.5mm/secで,妊 娠 末 期 では12～50

mm/secに な り,分 娩時 に は2誘 導 の 収 縮 が同時 に

起 る こ とが あ る.

4)胎 盤附着部筋層と非附着部筋層との収縮の差異

は妊娠中期でほぼ等しく,そ の後は非胎盤附着部の方

が大きい傾向にある.

5)産 褥の収縮波は接続時間に比較して高さが高い

傾向がある.

6)oxytocin感 受性 は 妊娠 末 期 と産 褥 の始 めに

陽性 率 が高 い.

6.産 婦人科領域における筋収縮性蛋白

Actomyosinに 関する研究

第2報 産褥ラツト子宮筋Actomyosin

に関する研究

国立名古屋病院 産婦人科

鳥居 万年 鈴置 洋三 平竹 章二

 名古屋市立大学 産婦人科

大 野 義 彦

産 婦人科 領域 に おけ る 筋 収縮 性蛋 白Actomyosin

(AM)に 関 す る研究 の 一環 とし,今 回 は産褥 ラツ ト

子 宮筋AMを 用い てAM-ATPase活 性 に つい て検

索 し若 干 の知見 を得 たの で報 告 す る.

I.基 礎 的実 験

実 験材料 産 褥 ラツ ト子 宮筋

実 験方 法AMの 抽 出,精 製 は前 回報 と同様 で あ

り,ATPase活 性 測定 はAM-ATP反 応 にて遊 離 す

る無機P量 をFiske-Subbarow氏 法 に て比色 定量 し

て表 し,蛋 白濃 度 はmicro-Kjeldahl法 に よつ た.

実験成 績

1)AM-ATP反 応に て遊 離 す る無 機P量 は ,反 応

時 間の経 過 とと もに増 量 した.

2)KCl濃 度の影 響:ATPase活 性 は0.4～0 .8

mal KClの 間 では ほ ゞ同 じ値 を示 し,濃 度増 加 とと

もに低 下 した.

3)pHに よる影響:pH.5.0～9.0の 間のATPase

活 性 はpH.6.5附 近 に極 大,pH.8.0附 近 に極 小 を

認 め た.

4)温 度 に よる影響:温 度 上昇 と共 にATPase活

性 の上昇 をみ とめた.

5)無 機 イオ ンの影 響:Ca++ ,Mg++と もにATP-

ase活 性を賦活 す るの か,そ の効果 はCa++がMg++
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より大であつた.

II.産 褥経過に伴うAM含 有量:ATPase活 性の

消長.

実験材料:分 娩直後より産褥第7日 目までのラツト

子宮筋を用いた.

実験方法 前述の方法にて遊離無機P量 を求め,単

位時間にAM 1mg中 に遊離する無機P量 をもつて

ATPase活 性とし,ま た単位g中 に含まれるAM量

をもつて,AM含 有量とした.

AM含 有量は分娩直後に低下,産 褥第1第2日 目

は増加するも以後漸減し,産 褥第7日 目に成熟非妊時

とほ 一ゞ致 した.ATPase活 性 も同様であり,産 褥第

5～7日 目に成熟非妊時のそれと一致した.

III.子 宮収縮剤の影響

子宮収縮剤投与量はいずれもATPase活 性の賦活

をみとめた.

7.妊 娠 家 兎子 宮筋 に おけ るActomyosin,

ク レアチ ン燐酸 お よびPhosphorylase

の変化 に つい て

日本 医大第 一 病院 産 婦人 科

鈴 村 正 勝 五 十 嵐 寛

久 保 田 忍 島 田 方 義

子 宮筋 の収 縮 にはActomyosin(AM)お よび 高 エ

ネル ギー 燐酸 化合 物 が主体 と な り,さ らに解 糖系 は

ATPを 介 してenergy源 としての重 要 な意 義を も

つ.交 配 日の確 実 な妊娠 家 兎子 宮筋 を使 用 し,つ ぎの

結果 をえた.

(A)AMは 妊 娠末 期 は前期 中期 に比 し,は るか に高

い.(1)妊 娠 末期 に おい てはAM量 は胎盤 非附 着部 位

の方 が附着 部 より 多 い.(2)ATPase activityも 妊

娠末 期 は最 高 とな り,こ れ も末 期 におい て は胎盤 非附

着 部 の方 が強 い.(3)ATPに よる粘 度降下 は,妊 娠

月数 に つれ増 加 し,末 期 に おい ては胎盤 非 附着 部の 方

が増 大 し,附 着部 は低 下 す る.(4)AMの 収縮 性 を,

Ca,GEDTAに つい て比 較 する と,平 均 して胎盤 非

附着部 の方 が極 くわず か に強い.

(B)高 エ ネル ギー燐 酸化 合物 で あ る クレアチ ン燐酸

を高 橋法 で定 量す る と,非 妊 時,妊 娠10日 では5・2

mg/100g,5.9mg/100gで あ り,20日8.7,30日 は

3～4倍 とな る.す なわ ち末期 で は非 胎盤部 は20.8

胎盤 部 は17.9と な り,前 者の 方 が有意 に増 加 してい

る.産 褥 にな る と次 第 に減 少 し10日 では6・3と ほ

ぼ非 妊時 の状 態 とな る.(C)子 宮筋phosphorylase

(ph-1ase)はglycogenよ りG-I-Pの 反応 に作 用

す る酵 素 で あ り,全ph-lase(a+b)を 湿 重 量の 下 で

測 定.活 性 は妊 娠 の経過 と ともに強 くな り分娩 時 には

非妊時の1.5～1.7倍 となる.(1)非胎盤部と胎盤部で

は差があり,10日 および20日 では胎盤部が強く,

25日 前後では両者ほぼ等しく,30日 より分娩時に

は非 胎盤部の方が強くなる・産褥12～24時 間では

分娩時より幾分強くなり,7日 目には非妊時と同じで

あつた.(2)組 織化学的には酵素反応は筋細胞に証明さ

れ,妊 娠の経過とともに強くなりまた縦走筋の方が輪

状筋より幾分強いようである.以 上AMク レアチレ

ン燐酸およびphosphorylaseは 妊娠の経過 とともに

増加し分娩時最高 となる.分 晩時の子宮収縮作用は主

として非胎盤部において起こり,胎 盤部の収縮は弱い

と考えられる.こ の現象は分娩 と胎児生存との関係に

おいて当然と考えられる.

8.ビ タ ミンKlと 子宮運動

岩手医大 産婦人科

秦 良 麿 宮 本 耕 佑

ビタミンK1の 子宮運動に お よぼ す影響を知るた

め,ウ サギについてKaywan(エ ーザイK.K.)を

もちいて実験をおこなつた.

実験動物は成熟家兎をもちい慢性子宮瘻管を造設し

バルーン法により,K1の 静注,皮 下注投与による子

宮収縮運動の変化を観察した.

1)K1静 注投与は5%糖 液にて1ccあ たり10γ,

100γ,1mgの 各溶液をつくり,家 兎耳静脈内に体重

kgあ たり10γ,100γ,1mgの 各溶液を注入し,注 入

後1-2時 間,お よび17-24時 間後の翻 の変化

を観察した.注 入直後では10γ/kg,100γ/kgで は

軽度の亢進をみとめたが,1mg/kgで は注入後まも

なく運動の減弱するの がみとめ られた・ しかし,

17～24時 間後 では いず れの 例 におい て も運 動 の亢進

が著 明で あつ た.

2)K1の 皮下 投与 は体 重kgあ た り1mg,3mg,

5mgを 背 部皮下 に1日1回 連 続投 与 を おこない最 終

注射 後12～18時 間後 に3～5日 間隔 に て観察 した

ところ,投 与 日数 の増 加 につ れ,振 巾の増大,調 整 度

の増加 な ど運動 の亢 進 がみ られ,さ らに 日数 の延長 に

よ り運 動 の減弱 す るの がみ られ た.

K1の 連続 投与 に より減 弱 を し め した子 宮運動 は

estrogen(Estradiol)100i.u./kgの 併 用投与 に よ

り,ま もな く回復す る のが み とめ られ た.

3)K1投 与 に よる脳下垂 体 後葉 ホルモ ン(オ キシ

トシン)の 感受 性 の変化 をAtonin 0.05 i. u./kgの

静 注投 与 を お こない観 察 した ところ,K1投 与 に よる

感受 性 の低下 が み とめ られた.
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9.子 宮収縮とセロトニン代謝(第二報)

― トリプトファンーセロトニン代謝関連物

質の白鼠自発収縮におよぼす影響―

東京大学 産婦人科

杉本 一則 柳沼 恣 千葉良二郎

前 回(第 五 回平滑 筋学 会),杉 本 は1)尿 中Indols

の妊 娠 分娩 時変 動,2)serotoninの 子 宮収縮 作用
,

3)serotoninの 分娩 誘導 へ の 臨 床応 用例
,お よ び

4)decarboxylase-inhibitorで あ るa-methyldopa

に よる子宮 収縮 の抑 制例 を報 告 した ので あ るが,

今 回,ト リプ トフ ァンーセ ロ トニ ン 代謝 に 関 連 す る

い ろい ろな る 薬物 す なわ ち前記a-methyldopaの 他

MAO inhibitorで あるNiamid ,vitaminB6の 活

性 型 であ るPydoxalお よびanti-vitamin B6お

よびserotoninを 遊 離 せ しめ る と考 え られ るreser-

pineを 用 いて これ が 子 宮収 縮 に お よぼ す 影響 を処 置

後 に摘 出 した 白鼠子 宮片 がKimogram上 に示 す収 縮

波 の比 較 に よ り 検討 した.こ の結 果serotoninを 増

加 せ しめ る と考 え られ るNiamid,Pydoxalで 子 宮

収縮 の 増加serotoninを 減 少せ しめてい る と考 え ら

れ るa-methyldopa,anti-vitamin B6で 子宮 収縮

の 減退 を認 め た.

またreserpineで は 子宮 収縮 の 増大 を認 め た.こ

のreserpineは 脳 細胞 か らserotoninを 遊離 す る と

いわれ るが,子 宮組 織 のIndolyl染 色(Tryptophan

系染 色)で は少 くと も,子 宮筋 細胞 に おい て対照 群 と

reserpine処 置群 との間 に 有 意差 は 認 め られ な かつ

た.

serotoninの 子 宮収縮 作 用の 本態 に つい て も今 後検

討 して みた い と思 つ てい る.

10.平 滑 筋 に対 するCaffeineの 作 用

慈恵 医大 高 橋 内科

飯 塚 恒 治

横浜 国立 大

酒 井 敏 夫

[A]caffeineのrhythmic spontaneous cont-

ractionに 対 する効果 .

(1)蟇 膀胱 筋 のrhythmic spontaneous contra

 ction(以 下 略R. S. C. )は ,1.2mM caffeineお よび

EDTA 1.8mMお よびCa-free Ringer溶 液 で消失

す るが,前 二者 の 除 去 お よびCaの 添 加 に よ り,
R. S. C. は再現 し,caffeine除 去 に よる再 現性 が もつ

とも大 で あ る.な お1% cocaine, 0.1% procaineに

よつて も,R. S. C. は抑 制 され る.

(2)通 電 に よる収縮性 の変 化

交流1～2V/cmに よる電 気刺 激 で蟇 膀胱 筋 の最大

張 力が み られ る.こ の張力 はcaffeineの0 .11mMよ

り3.5mMま での 濃 度範 囲 で 漸 次減 少 す る が,

caffeine除 去 で 収縮 性 は 回復 し た.ま たCa-free

 Ringer溶 液 中 で交流 通電 に よる最大 張 力は約30分

で 消失,消 失後1.8mM添 加 で再 び収縮 性 は 回復 す

る.

[B]caffeine処 理 後 に おけ るrapid coolingの 影

響

(1)Ringer液 中での 実験

胃,お よび膀 胱筋 にrapid coolingを 行 な う と,

一 過性 の 収 縮 がみ ら れ る.ま たcaffeine添 加後,

rapid coolingを 行 な うと収 縮 が おこ るが,こ の張 力

発生 は,ほ とん どがrapid coolingの み の時 と等 し

いか,あ るい は減 弱 した.caffeine濃 度 を増 強 して

も変 りが ない.caffeine処 理膀 胱 筋のrapidcooling

に よる収縮 は,procaine(0.1%)で 抑 制 され,pro-

caine除 去 後,再 び現 れ る.Cocaineは なん ら収縮

性 に影響 を与 えない.

(2)脱 分極 筋 に おけ る実験

58mM,115mM KCl,96mMK2 SO4で 脱分 極 を

行 ない,caffeine添 加 後rapid coolingを 行 な う と

立 上 りの緩 除 な収縮 が現れ,水 温 を室温 に戻 す と,一

時 収縮 し,そ の後比 較的 速 か な弛 緩 を示 す.

(3)Naをsucroseで 置換 し た 溶 液 で の 実 験

Ringer氏 液 のNaを57.5mM ,23mM,4.0

mMと 減 じ,こ れ と同滲 透 圧濃 度 のsucroseと 置

換 し,caffeineを 添加 して,rapid coolingを 行 な

う と張力発 生 は増 強す る.Naが23mM以 下 にな る

と通 電 に よる収縮 性は減弱 す るに反 し,rapid cool-

ingは 増 強 され る.

追 加 腸平 滑筋 のCaffeine痙 縮

札 幌医大 第 二生 理

藪 英世 砂 野 哲 高 橋 正樹

従 来,caffeineは 平 滑筋 に対 して弛緩 作用 を示 す

が,痙 縮 を起 す とい う報 告 はない.今 回わ れわ れは低

温 度(18℃)の 条件 下でcaffeineが 痙 縮 を起 こす こ

とを知 っ たの で,ネ ズ ミの 摘 出結腸 縦 条片 を用 い て
-caff
eine痙 縮 をい ろい ろの条 件下 に検討 した.

Na-Ringerにcaffeine(0.3～50mM)を 添 加

し,そ れ ぞれ の濃度 にお け る条 片 の痙縮 を観 察 した

1.5mM以 下で の張 力 曲線 は単 相性 で あ るが,6～25

mMま では2相 性 とな る.第2相 の ピー クは第1相

よ り高 い・ しか し50mMで は第2相 の ピー クは著 し

く低 下 す る.曲 線 の 第1相 の ピー ク はcaffeine濃 度

に比 例 して高 くな るに反 し,第2相 で は6mMま で
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caffeine濃 度 とともに高 ま り最 高 の 張 力 を得 るが,

それ 以上 の高 濃度 で は次第 に張 力 が低 下 す る.

Ca-free Ringer中 では1.5mM caffeine以 上 で

2相 性 の張 力 曲線 を得 るが,い づ れの ピー クもNa-

Ringerの もの よ り低 い.1mM EDTAを 添 加 した

Ca-free Ringer中 で はcaffeine痙 縮 は見 られ なかつ

た.

K-Ringer(140mM KCl)中 でK痙 縮 か ら回復 し

た条片 は常 に単 相性 のcaffeine痙 縮 を示 した.こ の

張 力 はcaffeine濃 度 に比 例 して上 昇 す る.

以上,従 来腸 平滑 筋 に見 られ たcaffeineの 弛緩 作

用 は25℃ 以上 の高温 に つい ての もの で,20° 以下

の低温 で は骨格 筋 と同様 痙縮 を認 めた.6mM caffeine

で痙縮 張 力 が最 高 に な る こ と,2相 性 の張 力 曲線 を

示 す こ とは骨格 筋束 の 場合 と類似 す る.Ca-freeの 条

件 がcaffeine痙 縮 を低 下 ない し消失 す る こ とは,骨

格 筋単 一線維 の 場合 あ ま り大 きな変 化 の ない こ ととは

この点 で異 つ てい る.さ らに,caffeineに 対 す る感

受 性 お よび濃度 依存 性 の細部 に つい ては骨 格筋 と一致

しない点 もあるの で,目 下 さ らに詳細 な検 討 を加 えつ

つ あ る.

11.子 宮筋の細胞内および細胞外誘導について

日本医大第一病院 産婦人科

鈴村 正勝 中川 潤一 武井 二郎

われわれは子宮収縮に関する研究の一環として哺乳

動物子宮筋の妊娠経過を,ま ずin situに て細胞外

誘導を行ない,さ らに摘出して微小電極法を用いて細

胞内電位をそれぞれ観察しているが,今 回は家兎子宮

筋の自然収縮について検討したので報告する.実 験材

料は単一系家兎,細胞外誘導は常に双極誘導でmech-

anogramと 同時記録した.細 胞内誘導は20～50MΩ

の超微小電極,30～38℃ Krebs液 中にて実験した.

A.細 胞外誘導1)非 妊娠無処置群では50μVと

わずかな収縮あり.2)卵 巣摘出群にはspike発 現

なし.3)卵 巣摘出後estrogen 60γ ではspikeの

振巾80μV,4)estrogen 120γ で100μV,5)さ

らにestrogen 120γ+progesterone 1000γ で は

spikeの 増大および集簇が著しい.6)妊 娠10日 は

単発するspikeが 認 められ,7)妊 娠20日 では

spikeが や 集ゝ簇する傾向にあり,ま た胎盤附着部

と非附着部を同時記録したが,spikeの 発現は両者で

まちまちで結論はつけ難い.8)妊 娠30日 ではspike

は次第に集簇しburstを 形成してゆく経過がみられ

る,胎 盤附着部と非附着部に差異はない.9)分 娩後

12時 間でspikei振 巾も一時減少するが.10)20時 間

後ではむしろや 増ゝ大する.11)48時 間を境 とし減

少 の一 途 をた どる よ うに な る.

B.細 胞 内電 位1)妊 娠20日 は静 止電位(RP)は

大 き く平均50.7mV,最 大55mVを 記録 したが,活

動 電位(AP)の 発現 は辛 棒 強 く待 た ねば な らぬ こ と

が多 く不揃 い で散発 し平 均21.6mV,最 大28.6mV

と小 さい.2)妊 娠30日 胎盤非 附 着部 ではRPは

平均48.1mV,最 大52.9mVと や 小ゝ さ くなる傾 向

が あ るが,APは 大 き く平均32.5mV,最 大38.9

mVで あ り,ま た放 電 の 発 現 も規 則 的で収 縮 波 と一

致 してspike heightも 揃 っ て くる.3)同 胎盤 附着

部 は や や 様 相 が異 な り,RPは 平 均51.3mV,最 大

は55.6mVと 最 大値 を記録 した.こ れ に 反 しAP

は平均26.3mV,最 大35mVと 非 附着 部 よ り小 さ く,

不 揃 いで規 則性 もや ゝ少 ない よ うで あ る.

12.子 宮 筋 の細 胞 内電 位 に対す るEPinephrine

な らびにNorepinephrineの 作 用

Harvard University

九州大学 第二生理

玉 井 忠

子 宮筋 の細 胞 内電位 な らび に 収 縮 に対 す るepme-

phrine(EP)な らびにnorepinephrine(NE)の

作 用 とイオン との関連 を検 索 す るため に実験 を行 な っ

た.ラ ッ トの摘 出妊娠 子 宮の 筋条 片が 用い られ た.え

られ た結果 は以 下 に要約 され る.

正 常溶液 中ではEPな らびにNE(10-6g/ml)は

子 宮 筋の 収縮(自 発生,oxytocin誘 発 性)を 抑制 し,

スパ イク放 電 の停 止 な らびに膜 の過 分極 をきたす.外

溶 液 中のKイ オ ン濃 度 を変 えた 場合,0～47mMの 範

囲 におい てEP,NEの 作 用 に と くに影響 は み られ な

い が,0mM K溶 液 中 では膜 の過 分極 は僅 少 で あつ

た.な お,膜 静 電位-log(K)0の 勾配 もEP,NEに

よっ て変 化 はみ られ な かつ た.外 溶液 中 のNaイ オ

ン濃 度 がLiCl,Sucrose,TrisClの 置 換に よっ て変

られ た場合,151mM(正 常)～17.6mMの 範 囲 に お

い て,膜 静電 位 に変化 は な く,正 常 の30%以 下の

Na濃 度 で活動 電位 の大 き さが減 少 した.Sucrose,

Trisに よ りNaが 置 換 され た場合,EP,NEに よ

る放電 の 停 止 はみ られ たが,過 分極 の 程 度 は減 少 し

た.こ れ に反 し,Liに よるNaの 置換 で はEP,

NEの 作 用 は消滅 し,わ ずか に膜 の脱分 極 が生 じた.

Caの 濃度 変化 の場 合 は,0mM Ca溶 液 中で は30

分 ない し1時 間後EP,NEの 作 用 は 無 く な り,

5mM EDTAを 加 え た0mM Ca溶 液 中では それ か

らの作 用 は15分 以内 に消滅 した.7.5mMCa溶 液

中で はEP,NEに よ り放電 停 止 な らびにわ ずか の過

分極 が み られた.
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13.Mouse子 宮筋 に おけ る興 奮の発 生 な ら

び に伝 播 に対 す るCatecholamineの 影

響

京都大学 教養部

熊 本 水 頼 中 島 晃

山口大学 第一生理

丹 生 治 夫

妊 娠mouse(14～18日 目)子 宮 筋条片 を用い,

noradrenaline 10-4～10-6を 投 与後,Calmerietの

方法 で刺 激 を加 えな が ら,膜 の 興奮性 の変 化 を細 胞 内

電 極 法 お よびmechano-electric transducerを 用 い

て記録 した.そ の結果 は,

1.膜 電 位 の過 分極 を伴 なわ ない で,spikeの 発生

が抑 制 され る場合 が あつ たが,こ の ものに さらに高度

のnoradrenalineを 投与 した場合 過分極 を呈 しspike

の発 生は 早期 に抑 制 された.

2.刺 激 部位 の み をintactの ま 残ゝ しておい た場

合 膜 が過 分極 す る に も か かわ らずconducted res-

ponseを 生 ず る場合 が あつ た.

3.conduction velocityが 減 じた.

4.2/3 Caに した場合,noradrenalineの 影響 が

早 く現 われ た.

taenia coliでnoradrenalineはactiveなNa

のextrusionを 高 め,Naのinfluxを 抑 制 す る と

云 われ てい るが,上 述 の こ とは同様 の考 え方 で説 明 で

きる.し たが つて,pace-maker部 位 は,Naに,よ

りsensitiveで あ る と考 え られ るので,noradrena-

1ineは まずpace-maker部 位のspikeのiniti-

ationを 抑 え,つ い でfollowercellに お よぶ もの と

考 え られ る.

な お,刺 激 し てspikeを 発 生 さ せ た 場 合slow

 depolarizationを 伴 な う 場合 が あ り,こ れ は,自

発放 電 にslowを 伴 な う標 本 に 多 く,noradren-

alineを 加 えた 場合,自 発 放電 に伴 な うslowお よび

刺激 に よっ て出 るslowも,と もに,spike部 分 は

残 るに もか かわ らず,早 期 に消失 す るこ とが見 出 され

た.こ の こ とはslow depolarizationがNaに

sensitiveで あ る ことを示 し,Naのinfluxに よる

intrinsicな もので あ るこ とを示唆 してい る.

14.兎 生体 子宮 の興 奮伝 播

九州大 学 第 二生理

武 田 寛

兎子 宮 の興奮伝 播 を植 込 み電極 お よび バル ー ンを用

い て,in situで 観 察 し,つ ぎの ような結果 をえ た.

(1)分 娩 直後 の子 宮 では,pacemakerがovarian

endに しば しば み られ るが,cervical portionに あ

る もの もか な りあ り,ま た,あ ち こち と移動 す る場合

もあ る.

(2)興 奮伝 播 は筋 層 に よる 直 接伝 播 の 他 に機 械 的 な

間接伝 播 が行 な われ る.す なわ ち,あ る部 の収 縮 に よ

る 内圧上昇 の た め他 部 が伸展 されそ れが トリガー とな

つ て後 者 の興奮 を誘発 し,伝 播 と同 じ効果 を もた らす .

(3)前 記2つ の 中1つ の メカ ニズ ムの み を実 験 に と

りのぞ い て も,synchronous actvityは 存 続 す る.

た ゞこの場合intactの もの よ り興 奮伝 播(子 宮全体

と しての)は おそ くな る.

(4)子 宮 の結 紮 に よ り,筋 層 を圧 迫 し,か つ 内腔 を

分 割 す る と両方 の メカ ニズ ム がblockさ れ た こ と

にな り,synchronous activityは な くな る.な お

結 紮 を と りの ぞ くと,元 に か える.

15.Na+欠 乏環 境 にお けるモ ル モ ツ ト尿管

の活 動電 位

昭 和医 大 第一 生理

井 上 清 恒 菱 田 不 美

モル モ ッ ト尿管 の 隔膜 活動 電位 の 波 形 は二 つの 成

分,す なわ ちplateauを 持 つゆ るや かなslowpot-

entialと 急速 な 反 復性 のspike potentialの 二 つの

成 分 か ら成 り立 つ てい る.こ れは 表面電 極 に よっ て も

細 胞 内電極 に よ っ て も証 明 され た ところで あ る.わ

れ われ は先 に超微 小電 極 法 を用い て,こ の活 動電 位 の

二成 分 をtetraethyl-ammoniumの 作 用 に よって分

離 す るこ とに成功 した.

Krebs-Ringer溶 液 中のNaClをtetraethyl-am-

monium塩(TEA)で 置 換 し た代 用液 中 ではspike

 potentialが 消失 し,slow potentialの み が残 るの

で ある.こ の 点に つい ては 昨年 の本会 に おい て報 告 し

た.著 者 らは さらに進 んでcholineあ るい はsucrose

を用 いてKrebs-Ringer溶 液 中のNaClを 置換 し

たが,こ の場 合 はTEAの 場合 とは反対 にslow

 potentialの 成 分 がな くな り,spike potentialの み

が残 つ た.

した がっ て,そ のspike potentalとslow potern-

tialの 発生 機構 は,そ れ ぞれ 異 ってい る こ とが推 定 さ

れ る.さ て,こ の ような活動 電位 成分 の 分離 は単 に

Na+の 欠乏 の み に よって説 明 で きる もの で はない.

TEAの 作 用 の ときはNaClの5%の 置換 に よっ てす

で に著 明な効果 があ らわれ るか らで あ る.お そ ら く,そ

れぞ れNaClの 置 換物 質 の 化学的 特性 が 関係 してい

る もの と考 え なけれ ば な らない.な お,こ れ らの物 質

で置換 す る と きは 自発 性 興奮 が起 こ りや す くなる.こ

れ もNa+欠 乏の効果 の みで は説 明 し難い.TEAの

作 用下 に もsucrose, cholineの 作 用下 に もそれ ぞれ
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特 有 の波形 の 活動電 位 が反復 出現 す る.こ れ らの多 く

はprepotentialを 伴 なっ てい るこ とか ら,正 常 の

pace-maker以 外 の所 に新 し く興 奮発 生 部 が生ず る

こ とが推定 で きる.

著者 らはそ こで環 境液 中のK+お よび細 胞 内のK+

の濃度 をい ろい ろな方法 で変 化せ しめて,膜 電 位 お よ

びspike potential, slow potentialの 消長 を追 跡

して,そ の発生 機構 分析 の手 掛 を えたい と努力 してい

る.そ の結 果 につい て報 告 した い と思 う.

16.輸 尿管における興奮の発生と伝導にお

よぼすイオンの影響

広島大学 第一生理

小 林 惇

輸尿管の興奮伝導に関する従来の研究では,輸 尿管

の部位による伝導速度の差異がほとんど考慮されてい

ないようである.こ の問題を再検討するために,ネ コ

輸尿管を腎孟および腎杯をつけたままの状態で摘出し

て,出 来るだけin situの 長 さに保ち,腎 孟および

輸尿管の数カ所から同時に活動電位を記録する方法を

用いて実験を行なつた.そ の結果,輸 尿管の歩調取り

部は腎孟 と腎杯との境界部にあって,自 発興奮はいつ

もこの部から起るが,興 奮の伝導速度は腎孟および輸

尿管の各部位によって著しく異ることが明らかにされ

た.す なわち,腎 孟では伝導速度は非常に遅くて平均

2～3mm/secで あつたが,輸 尿管の上部では次第に

速くなり,中 部および下部では17～20mm/secで あ

つた.

外液のNaイ オン濃度を低下させると興奮の伝導

速度は次第に減少し,容 易に伝導のブロックが起こっ

た.こ のブロックは多くの場合,腎 孟と輸尿管の境界

部で起こり,歩 調取り部は低Naイ オン環境下でも比

較的長い間自発興奮を起こしうることがわかる.Na

イオン欠除の液中ではほとんどの場合自発興奮は起ら

なかつた.と ころが,Naイ オン欠除液にCaイ オン

を大量に加えると,多 くの場合自発興奮が起こり,し

かも興奮は輸尿管の全長に伝導することがわかった.

このNaイ オン欠除-高Caイ オン液中における興

奮の持続時間,そ の伝導速度等についてのべ,輸 尿管

における興奮の発生と伝導に対するNaイ オンおよ

びCaイ オンの役割について考察する.

17.各 種陰イオンのモルモット輸尿管の電

気的および機械的活動性におよぼす影

響

山口大学 第一生理

丹 生 治 夫 大 川 博 通

正常Ringer-Locke液 のNaClを そ れ ぞ れ

NaNO3,NaBr,NaI,NaSCNお よびNa2SO4で

置 きか え,こ れ ら陰 イオ ンの摘 出 モル モ ッ ト輸尿 管 の

電気 的 お よび機械 的 活動 性 に お よ ぼ す影響 を調 べ,

sucrose-gap法 お よびRCA-5734を 用い 同時 記録 し

た.

正 常液 中 のKClは そ れぞ れKNO3,KBr等 に か

え,CaCl2は 正常 の ま ゝと し,K2SO4を 用 いた場

合 はCaC12をCaSO4と し10mMに ま した.

置 換後 変化 した 膜電位 をjunction potentialを 考

慮 して補 正 を行 な う と,置 換直 後 には,SCN-,Br-で

は ともに過分 極 し,SO4--,I-,NO3-で は脱 分極 の

方 向に むか った.10分 後 には,SO4-->NO3->I,

の順 に脱 分極 し,Br-で は その ま ゝ過 分極 を維 持 す

る.

I-,SO4--お よびNO3-で は初 期 に活動 電位 の頻

度 を ますが,Br-で は正常 と等 しい か また はわず か に

小 さい.10分 にはSCN-で は頻 度 を ますがI-,

SO4--,NO3-で は減 少 し.Br-で は小 さ くな る.

活動 電位 のamplitudeは,置 換 直後 にはNO3-,

SO4--で はや 増ゝ大 す るか また は 等 し く,Brで は

減少 してい る.10分 後 に はNO3-,SO4--で は減

少 した.Br-で は減 少 した ま ゝであ った.

活 動電 位 のdurationはNo3-の 場合,わ ず かに

延長 す る傾 向 に ある よ うで あっ た.

一方,機 械的 活動 性 をみ る と,10分 後 に は,SCN->

NO3->I->Br-の 順 に正 常 よ り大 きな収縮 がみ ら

れ,SO4--で は減 少 してい る.

この よ うに陰 イオ ン環 境下 で の電気 的活 動性 の変 化

は,置 換 した陰 イオ ン とCl,と の間 にinteraction

がない もの と仮定 して 定 めた つ ぎのanion perm-

eabilityの 差異 に よっ てい る もの と考 え られ る.

しかし,収 縮の差はpermeabilityの 差異のみで

は説明困難で,陰 イオンの膜に対する吸着性を考慮し

なければならないことを示している.
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18.管 腔 内誘 導筋電 図 用電極 の試 作

O-Schlinge型 導 子につ いて

東 北大 学 泌 尿 器科

土 田 正 義 木 村 行雄 染 野 敬

私 ど もは,管 腔 内誘 導 筋電 図用電 極 として,す で に

U-Schlinge型 電極 を発 表 した.し か し この電 極 を用

い た場合,尿 管腔 が高 度 に拡張 していれ ば,や は り基

線 の動揺 が著 しい,そ こで 今 回はか な り拡 張 した尿 管

か らも筋 電 図 を誘 導 す る ことがで きるO-Schlinge

型環 状双極 誘 導 々子 を試 作 した.

この電極 の構 造 は,つ ぎ の通 りで あ る.す なわ ち

F5号 の尿管 カテー テル の先端 よ り4・5cmと6cmの

部 分 に0.3mmの 銀線 を環 状 に巻 き,電 極 間 距離

1.5cmの 双極 電極 とした.つ ぎにカ テー テ ル先端 よ

り7.5cmの 部分 に小穴 を開け た.こ ゝで細 いナ イロ

ンSchlingeを カテー テル先 端 に取付 け,Schlinge

の他端 を先 程 の小穴 か らカテー テル 内腔 に挿入 し,内

腔 を通 して カテー テル基 部 か らふた びゝ外 部 に出 す よ

うに した.こ ゝで カテ ーテル基 部 のSchlingeを 引け

ば,電 極 部分 のカ テー テル をO型 に彎 曲 させ る こ とが

で きる.

この電極 を使 用 して え られ た尿 管筋電 図 では,陽 性

前放 電,陰 性 主放 電,陰 性 副放 電,陽 性後放 電 を識 別

す る こ とが で きた.な お5例 に おけ る諸 測定 値 の平均

は,振 巾0.73mV,持 続 時間0.70秒,頻 度19,3秒

毎,伝 播速 度31.1mm/secで あった.

19.膀 胱内圧上昇時におけるUrometry,

尿管筋電図について

東北大学 泌尿器科

土田 正義 木村 行雄 菅原 博厚

生理的食塩水を注入して膀胱内圧を上昇させた場合

に尿管が如何なる反応を示すかをUrometryお よび

尿管筋電図によって測定した.正 常例のUrometry

では膀胱内圧が上昇すると収縮波の発生間隔が著明に

短縮した.尿 管内圧も静止圧,収 縮圧ともに著明に上

昇したが,こ の傾向は尿管上部よりも下部において顕

著であった.ま た収縮波の持続時間も著明な延長を示

した.

尿管筋電図でも膀胱内圧上昇時には放電間隔の著明

な短縮を示し,伝 播速度も遅延したが,Urometryの

所見と相違して振幅に有意の差をみなかった.

膀胱尿管逆流現象のみられた症 例の患 側尿 管 の

Urometryお よび尿管筋電図上の諸測定値は膀胱が空

虚なときには正常例における諸測定量値にまつたく一

致し,ま た膀胱圧上昇時にもUrometry上 の収縮波

の発生頻度,収縮圧,筋電図上の放電間隔,振 幅および

伝播速度は,正常例と同じ反応を示したが,尿管内静止

圧および活動電位の持続時間は著明な延長を示した.

20.Isosmotic KCl solution中 に おけ る

toad's stomach muscleのelectrical

 stimulationに 対 す るmechanical

 response

慈恵 医大 第 一生 理

五 十島 長 太郎

Isosmotic KCl solution中 に おい て骨格 筋 または

平滑 筋 が電流 刺激 に応 答 して収縮 す る こ とはKatz &

 Lou,Csapo & Suzuki,Sperelakisら に よ り報 告

され てい る.

Isosmotic KCl solution中 の ガマ の 胃壁 筋層 に

0.2～0.3mAの 電流 を30秒 ぐ らい流 す と,電 流 を

切 っ た と きに,張 力発 生 が み られ る.し か し電流 閉 鎖

時 お よび通 電 中に は まつた く張力発 生 が ない か または

非 常 に小 さい,こ の こ とは,Katz & Louの 骨格 筋

につ い ての報告 と一 致 す る.

このoff responseは 外液 のCaを 除 くと消 失 す

る.こ のoff responseの 発 生 中にpolarizing current

を流 す とか,ま たは外 液KClの 一部 をNaClま た

はcholine chlorideに て置換 す る と,off response

は増 大 す る.

これ らの こ とは,細 胞 膜 が電 流 に よる収縮 に関 して

重 要 な因子 で あ る とい う考 えか ら説 明 され るか もしれ

ない が,こ の際,分 離 され た骨格 筋 の原線 維 も電 流 に

対 してoff responseを 示 す か ら,直 ちに膜 に おけ る

直 接的 変化 でoff responseを 説 明 して よいか どうか

疑 問で あ る.

21.胃 筋(蟇 な ど)の 生 理学 的性 質 の2・3

山 口大学 第 二生 理

川端 五 郎 沖 充 坂 田 洋 三

冬 期 の蟇(12～3月)お よび食 用蛙 の 胃筋 の切 片 に

つい て:

1.慣 用 され る微小 電極 を用 い て,静 止電位 の測 定

を行 な った.幽 門部 は50.5±5.6(S.D.)mVで,

胃体部 は45.0±4.1mVで,両 者 の間 に有 意の差 が

認 め られた.リ ンゲ ル液 中 と細胞 内では,微 小 電極 の

尖端 電位 は変 らない もの と仮 定 した.

2.10-6(g/ml)の アセ チル コ リン,20mMの カ

リウ ム,ま たは7mMの 塩 化 バ リウ ムが標本 外液(リ

ンゲ ル液)中 に ある場合,等 張力性 に等 長性 に も収縮

がみ られ る.こ の場合 静止 電位 は5～10mV減 少(脱

分極)す る傾 向がみ られ たが,文 献 に散 見 す る ような
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活動電位は観測されなかった.自 動性の収縮 も顕微鏡

下に,あ るいは機械曲線として常に観られたが,こ れ

に伴なう活動電位は記録されなかった.

3.外 液を等張蔗糖液とした場合,静 止電位は増加

する.蔗 糖液中での電極の尖端電位はリンゲル液中よ

りも大(負の値)で あるため,こ の補正を行なうと90～

100mVと 推定される.

4.蔗 糖液または生理食塩水中で,自 動収縮はみら

れない.2時 間以上浸した場合は,10-5ア セチリコ

リンに反応しない.Caを5mM含 む場合は反応は消

失 しないで,標 本は短縮する.Caを 含 まずKを 含む

場合は短縮 しない.

5.ア セチルコリンによる収縮の経過を2つ の部分

に分けることができる.リンゲル液中のCa濃 度(0～4

mM)を 増 すにしたがって,始 めの早い収縮の短縮度

は減じ,後 の早い部分は増加する.

6.Kの 過剰で短縮(張 力も発生する)を 起す場

合,外 液中にCaが ある場合は,短 縮が持続し,Ca

が無い場合は一過性である.い ずれの場合にも,直 流

電撃,ア セチルコリンに対する反応性は1時 間位存在

している.

22.ヤ ギの前胃運動に附随する周期的電位

変動について

農林省家畜衛生試験場

板庇外 茂 雄 松 本 英 人

この研究は反すう胃運動を無傷でかつ自由状態例え

ば放牧下の動物から客観的に把握する方法を確立し,

より詳細な胃運動の様式を究明するために計画された

ものである.

松本(1961)お よび西川ら(1961)は,反 すう動

物の心電図の基線が周期的に変動することを認め,そ

の後二三の研究者によって,そ の変動は前胃運動に付

随することが報告されている.こ のことから,こ の周

期的な電位変動は前述の目的に応用できると考えられ

ているが,こ の変動の発生要因や発生部位などに関す

る未解決の基本的な問題が多い.

そこで,本 報告では,ヤ ギの体表面誘導による周期

的電位変動とバルーンタンブル法による前胃各部の内

圧曲線および埋没電極による胃壁各部よりの電位変動

との同時記録をいろいろな条件下で行ない,こ の周期

的電位変動は主として第2胃 の運動に付随すること,

ならびに,こ の変動の出現およびその程度には胃内容

の質およびその流動あるいは第2胃 運動時の胃壁自身

の位置の移動が密接に関係することを報告した.

23.胃 活動電位の研究

大阪大学 武田外科

武田 義章 松岡 健三 南俊 之介

 狩野 光将 勝田 隆

大阪警察病院外科

北川 晃

われわれは先に発表した如き環状白金電極を胃壁に

埋没した慢性実験犬を作り胃横切術後の吻合部上下の

機能的連絡を検討した.

今回は引続き電極および胃切離法を変え,こ の機能

的連絡のメカニズムに関してさらに検討を加えた.

I.電 極

従来用いていた環状白金電極は先端が白金線であり

これにポリビニール絶縁銅線を鑞附けした異質の金属

よりなったものであった.

今 回は径0.20mmの 純度99.99%の 白金線に耐

酸耐熱性のエポキシエナメル被覆を施し,こ れを従前

の電極とほぼ同様に先端を環状 とし,こ れに連らなっ

て螺旋状となし,先 端のみフジリバー液で被覆を剥が

して慢性実験に供したが.こ れを用いてさらに長期間

の活動電位を記録しえた.

II.部 分的横切および縦切の影響

胃の輪状筋お よび縦走筋に沿うて部分的切裁を加

え,切 裁部上下の放電間隔を筋電図学的に調べた.す

なわち(1)幽門側の一部 が残るように噴門側より幽門に

向って縦方向に近い斜切開.(2)噴 門側の一部が残る如

くに幽門附近より噴門側に向っ て縦方向に近い斜切

開.(3)小彎側の一部を残存せしめる如 く大彎側より小

彎側に向って横方向に切開.(4)大 彎側の一部を残存せ

しめる如 く小彎側より大彎側に向って横方向に切開.

以上の如き4種 類の前後壁切開再縫合を行なった.23

例中20例 は手術施行後第1日 目切裁部上下にすでに

よく同調を示した.し かし3例 は術当日または第1日

目に放電間隔の延長,乱 れがあり,翌 日,切 裁上部の

短縮と規則性恢復がみられ第4日 目に切載下部も短縮

規則性恢復を示し切截部上下が同調した.

III正 逆蠕動について

胃全層切離再縫合後,縫 合部の幽門側に植込んだ電

極より得た記録で正逆蠕動の比率を調べると逆蠕動発

生率は平均7.9%で あ り,日 が経つにつれ比率は減

少の傾向を示した.
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24.胃 筋層構造の臨床的研究

慈恵医大 大井外科

田中 直樹 宮里不二雄 秋元 邑介

 吉 田 完 柳沢 清史 山中 忠夫

 佐藤 順之 古賀 毅継

わたくしどもは,全 剔胃および切除胃合計79例 に

ついて粘膜を剥離し,人 胃における筋層の構成に関す

る形態的,臨 床的研究を行なつ て,つ ぎの結果をえ

た.

1)斜 走筋について

斜走筋は,食 道の筋と関係なく胃底部に分布し,輪

状に走行する胃底部斜走筋 と,食 道下端の食道輪状筋

より起発し噴門を越えて胃体部に分布する胃体部斜走

筋の2群 に分けられる.胃 体部斜走筋は,前 後壁を,

それぞれ小彎にそつて斜めに下降する.こ のため,小

彎体部には,斜 走筋束はなく,噴 門より胃体部下端ま

で溝を形成していた.こ れが,い わゆるMagenstra-

sseに 相当する部分である.

2)胃 体部と幽門部の境界

胃体部斜走筋の うち,最 も小彎側を下降する筋束

は,も つとも幽門側に到達して,そ の部の輪状筋に混

入移行して終る.こ の部より,幽 門側には,斜 走筋は

存在しない.こ の理由により,私 どもは,こ の斜走筋

束を,最 終斜走筋とよぶことにした.そ して,筋 層よ

り考えると,最 終斜走筋束が混入移行する筋束が,胃

体部と幽門部の境であることになるので,こ の輪状筋

を,境 界輪状筋とよぶことにした.

3)輪 状筋について

輪状筋は,斜 走筋の混入移行がある 胃体部輪状筋

と,斜 走筋の混入移行がない幽門部輪状筋の2群 にわ

けられる.胃 底部には輪状筋は存在しなかつた.

4)胃 潰瘍の発生部位

胃潰瘍のある切除胃28例 では,す べて潰瘍は,

Magenstrasseに 相当する部または,そ の辺縁に発生

していた.し かも,82%は,境 界輪状筋上または,

その附近に発生していた.

5)胃 潰瘍の胃筋におよぼす影響

胃潰瘍周囲の輪状筋は,潰 瘍に向って引き寄せられ

ていた.し かし,境 界輪状筋から離れて発生していた

潰瘍では,他 の潰瘍に比しその程度は軽度であった.

また,縦 に長い潰瘍は,ほ とんど,胃 筋に変化がなか

った.

25.人 の胃筋電図

慈恵医大 大井外科

田中 直樹 宮里不二雄 秋元 邑介

 吉田 完 柳沢 清史 山中 忠夫

 佐藤 順之 古賀 毅継

胃疾患々者31例 について,胃 筋電図の観察を行

なつた.

ラボナール笑気麻酔下に開腹,直 後に胃体部,前 庭

部上部および前庭部下部の漿膜より刺入した双極針電

極により誘導し,3点 の同時記録をした.

胃の活動電位は平均毎分3.2個,持 続時間2秒 程

度の規則正しく発生するspikeか らなる.spikeの

振巾は前庭部下においてもつとも大きく,平均352μV

であった.胃 体部下部ではもつ とも小 さ く,平 均

146μVで ある.胃 体部上部ではspikeは 記録できな

かった.興 奮伝播速度も一般 に胃の下部ほど速く,前

庭部では平均毎秒5.7mmで あった.

spikeの 振 巾は,あ る程度の条件ならば,こ れを負

荷しても変化しにくく,試みに,笑気よりエーテル麻酔

に切りかえて記録した例では,放 電間隔にはや 延ゝ長

がみられたが,振 巾には変化がみられなかった.

疾患別にみる活動電位の変化は,放 電頻度および前

庭部の伝播速度において,十 二指腸潰瘍例がもつとも

大で,胃十二指腸潰瘍および胃癌例がこれにつぎ,胃潰

瘍例がもつとも小さい値を示した.胃 液酸度と活動電

位の関係をみると,放電頻度および伝播速度は,高酸例

において値が大きく,低 酸または無酸例においては低

い値を示した.正 酸例はその中間値を示した.な お活

動電位の振巾には統計上の有意性は得られなかった.

人の胃活動電位の測定値は犬と比べ個体差がはるか

に大きく現われた.こ れは特に電気的活性の大である

前庭部において著しかった.

さらに,わ れわれは胃ゾンデ型の一種の吸引電極に

より,人 胃活動電位の管内誘導に成功し,胃 筋電図の

臨床的応用の可能性を増大せしめた.

26.カ プセル法による胃腸運動の研究

第3報 刺激結腸症について

東北大学 山形内科

山形 敵一 石川 誠 宍戸 和夫

われわれは,前 回カプセル法により諸種薬物の腸管

運動に対する効果を検討したが,今 回は何等かの腹部

症状があり,X線 透視,胃 カメラ,ロ マノスコープ等

によって器質的変化のみられない,い わゆる刺激結腸

症の患者の腸管運動を観察し,健 康人のそれと比較

し,副 交感神経刺激剤であるワゴスチグミン注射に対
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する反応効果を患者と健康人を比較検討した結果を報

告する.

27.家 兎血管平滑筋の細胞内電位に関する

研究(第2報)

―再分極相に関する研究―

九州大学 山岡内科

佐伯 和之 有田 真 伊東 盛夫

 石原 基一 矢永 尚士 真柴 裕人

心筋の再分極相に関する研究は多数あるが血管筋に

関してはほとんどない.血 管筋の再分極相の定性的な

性状についてはすでに第1報 において報告したが,本

報においては更に定量的に明らかにしようとした.

実験には成熟家兎を用い,ペ ントパルビタールナ ト

リウムで腹腔内麻酔し,人 工呼吸のもとに開胸した.

つぎに左右上大静脈,下 大静脈を起始部より2～3cm

末梢で切断後,心 臓を剔出し,両 心室は切除して心房

大静脈標本を作成した.細 胞内電位の記録はこの標本

を恒温槽に固定し,34～380Cに 加温02加 タイロー

ド液で持続的に灌流しながら,外 膜側より行なった.

記録はブラウン管において,写 真撮影により行ない,

計測は写真記録をプロジエクターで拡大し,活 動電位

の最大振巾の30%,50%,90%に おける活動電位

の持続時間について行なった,

血管筋と右心房の細胞内電位を比較検討した.細 胞

内電位の記録は左上大静脈では,そ の開口部より約

30mm末 梢 まで,右 上大静脈はその開口部より10

数mm末 梢 まで記録出来たが,下 大静脈ではその開

口部のみからしか記録出来なかった.

活動電位の大きさは平均値で,右 心房58.1mV,右

上大静脈67.4mV,左 上大静脈61.4mVで あった.

静止電位は平均値で,右 心房52.4mV右 上大静脈

左上静脈55.4mVで あった.そ の分散は右心房より

大静脈の方が大きい傾向がみられた.

活 動 電位 のdurationは 平 均値で,右上大静脈

47.4msec,右 心房36.8msec,左 上大静脈28.1msec

で,右 上大静脈では起始部の方が末梢側より活動電位

の持続時間が長い傾向が認められたが,左 上大静脈で

は部位による著明な差はみられなかった.

28.家 兎血管平滑筋の細胞内電位に関する

研究(第3報)
― 洞大静脈伝導 と洞房伝導の比較―

九州大学 山岡内科

伊東 盛夫 佐伯 和之 有田 真

 石原 基一 矢永 尚士 真柴 裕人

前報 で報告 した如 く,家 兎 に おい ては洞結 節 に起 っ

た興奮 は心 房筋 に伝 わ る一方,大 静 脈 の筋線 維 に も伝

わ る(洞 大静 脈伝 導.sino-caval conduction).今 回

は2本 の微 少電 極 を用 いて,自 発 的 に興奮 してい る家

兎の 心房 大静脈 標 本に おけ る興奮 伝播 のmapを 画

い た.実 験方 法 は第2報 に述 べ た と同 じで ある.

もつ とも早 く興奮 す る部位 は 右上大 静脈 の 起始部 の

洞 結 節領 域 であ る.こ の 部 よ り右上 大静 脈 に沿 って数

mmの 部 分は伝 導 速度 が きわめ て 遅 い が,末 梢 に行

くにつ れ て伝 導速 度 は増大 す る.右 心房 に おい ては,

crista terminalisに 沿 っ て速 い興奮伝 播 がみ られ,

興奮 は つい でsinus coronariusを 通 っ て左上 大静 脈

に伝 播 す るが,sinus coronariusに 入 る と伝 導速 度

は 遅 くな り(15-30cm/sec),左 上大 静脈 に達 す る と

再 び速 度 は大 とな り,そ の2-3倍 の速 度 を示 す(40-70

cm/sec).一 方興 奮波 が下 大静 脈の 起始 部 に達 す る と

その伝 播 は急 に遮 られ,そ の末 梢 か らは活動電 位 は記

録 で きない.

大 静脈 と右 心 房の移 行部,す な わ ち洞 結節 附近 の右

上大 静脈 の 起始部 お よびsinus coronariusは,互 に

類 似 した性 質 を示 す.す なわ ち これ らの部 位 では伝導

速 度 が遅 く,大 き さの小 さい,遅 い立 ち上 り相 を示 す

活 動電位 がみ られ,ま た しば しば 立 ち上 りにhump

を有 す る活 動電 位 が記録 され る.長 時 間 にわ た る自発

的 活動 や酸 素 欠乏等 に よ る疲 労 し た条件 下 では,容

易 にconduction blockを きた し,か か る条件 下で

はhumpが 著 明 とな り,さ らにはspikeは 消 失 し

てhumpの み がsmall potentialと して残 るの がみ

られ る.

29.万 能引張圧縮試験機による血管の機械

的諸特性に関する研究

九州大学 第二生理

後藤 昌義 村瀬 良子 原敬 二郎

万能引張圧縮試験機TOMIType30を 医学研究に

導入し,そ の最初の試みとしてガマ大動脈および腹大

静脈の機械的諸特性を定量的に追跡した.そ の結果,

まず血管の長さ・張力曲線は,その初長,伸 展速度,伸

展回数 反復頻度,休 息時間,stretchとreleaseの
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各 相 に よ り異 な るか ら,定 量 実験 には血 管摘 出後 の原

長 か ら直 ちに等速,等 長,等 頻 度,無 休 息 の 反 復伸

展 を行 ない,全 経過 を記録 す る必要 が あ る ことを知 っ

た.

以 上の 条件 下でhysteresis loopは 大動 脈 より腹

大 静脈 で 著 明で あ り,初 回の 伸展 で著 し く大 で あ る

が,2回 目では激 減 し,3回 目以後 も激 減 す るが,そ れ

は余 り顕 著で ない,ま た,初 長,伸 展 回数,休 息 な ど

の上記 条件 の変 化 に よる このhysteresis loopの 変

化 は専 らその上 行脚 の変 化 に起 因 し,下 行 脚 は再現性

に とみ,ほ とん ど完全 に重 畳す る こ とを明 らかに した.

また蟻酸 処 理 に よ りelastinを 主 とす る血 管標 本で

はhysteresis loopは 消 失 し,長 さ・張 力 曲線 の 勾配

は正 常血管 の 下 行脚 下半 部 にほ ぼ一 致 す る.他 方,

collagen要 素 を主体 とす るガ マ後 足 肢 の腱Apone-

urosis plantalisはhysteresis loopを ほ とん ど示 さ

ず,そ の長 さ ・張力 曲線 の勾 配は血 管 のcollagen含

有 量 を考慮 して も,そ のhysteresis loopの 下行 脚

上 半部 に ほぼ近 い値 を示 した.

以 上の 結果 か ら,血 管 のhysteresis loopの 上行

脚 には筋 要素,下 行脚 上半 部 にはcollagen要 素,同

下 半部 に はelastin要 素 が主 として関与 す る こ とを

結 論 し,ま た血管 のhysteresis loopの 上行 脚 は骨 格

筋,心 筋 な どの長 さ・活動 張力 曲線 に,前 者 の下行 脚 は

後者 の長 さ ・静止 張 力曲線 に相 当 す る ことを指摘 した

い.

大 動脈,腹 大 静脈 の80%伸 展時 の 応力緩 和 曲線

は3つ の 部分 に区 別 され,緩 和 時間 の分 布函 数 では,

(1)初期(10-2～100秒),(2)中 期(100～103秒)のplateau

の部分,(3)末 期(103～ 秒)のlate riseの 部 分 に区別

で きる.た だ し大動 脈 よ り腹 大 静脈 に おい て応力緩 和

は著 明で あっ た.

蟻酸 処理 の 血管標 本,ま た後 肢の腱Aponeurosis

 plantalisの 応力緩 和 曲線 との比 較 か ら,正 常血管 の

応力緩 和 の初 期 と中期 にはcollagenと 筋 要素,末 期

にはelastinの 応力緩 和 が主 として関与 す るこ とが

明 らか にな った.

30.血 管 の三 大要 素collagen,elastin,

muscleの 張 力に お よぼ す温 度 お よ

びpHの 影響

九 州大 学 第 二生理

村 瀬 良 子 後 藤 昌 義

血管 壁 を構成 す る三大 要素collagen,elastin,

smooth muscleの 微細 構 造 と機械 的諸 特性 との関 連

性 を追 究 す るため に,ま ず血 管壁 のresting tension

お よびactive tensionに お よぼ すpHの 影響 と血

管 壁の機 械 的諸特 性に お よぼ す温 度の影 響 を し らべ,

つ い で これ らの変 化 に寄与 す る血管 壁 三要素 の役 割 を

分析 した.標 本 には ガマ の大動 脈 お よび腹大 静脈 の摘

出保 生標 本 を使用 した.

血 管壁 はpH2pH5お よびpH12でresting ten-

sionがpeakを 示 し,pH3～10の 範 囲 にactive

 tension developmentが み られ た.こ のactive

 tension developmentは もちろん筋 細胞 の興奮 に よ

るが,pH5お よびpH12のresting tensionの

peakも 筋 要素 の酸,ア ル カ リ拘 縮 に よる こ とを明 ら

かに した.collagenを 主体 とす るtendonでpH

3,pH11よ りresting tensionの 増 加 がみ られ る

こ とか らpH2のresting tensionのpeakは

collagenに 起 因 し,PH12以 後 のpeakに もcolla-

genが 幾分 関与 してい る こ とを結論 した.elastinを

主 体 とす る蟻 酸処 理血 管 ではpHの 変化 に よっ てあ

まり影響 を受 けず,む しろ酸 お よ びア ル カ リ性 側 で

resting tensionが 減 少 す るこ とを見 出 した.

つ ぎに血 管壁 の 張力 に お よぼ す温度(2～40℃)の

影 響 につ い て み る と,zerotension levelか ら約

50%伸 展 した状態 で約20%等 速 ,等 長反 復 引張 り

を行 なっ た時 の張力 の温 度変化 はelastinを 主体 と

す る蟻 酸処 理血 管 の それ に等 し く,50%伸 展 時 の

resting tensionは 温 度低 下 に よ り低下 し温 度上 昇 に

よ り上 昇 するが,等 長 反復 引張 りに よる張力 の大 き さ

は変 化 しな い.100%伸 展 で もresting tensionは

温度 低下 に よ り低 下 し,温 度上 昇 に よ り上昇 す るが,

等 長 反復 引張 りに よる張力 の大 きさは温度低 下 に よ り

増 力 し温 度上 昇 に よ り減 少 した.こ れはtendonに

おけ る所 見 と一 致 した.こ れ らの結果 お よび他 の機 械

的 特性 か ら,血 管壁 の 三要素 のpH dependenceお

よび温 度dependenceと 構 造の 変化 につ い て考 察 し

たい.

31.ナ マコの腸壁における平滑筋神経連絡

の電顕的研究

岡山大学 理学部生物

川 口 四 郎

ナマコの腸壁は腸上皮,結 締組織,筋 層,体 腔上皮

の四層からできている.筋 層はさらに別れて,縦 走筋

と輪走筋とからなる.筋 細胞は数個が群になっている

か,ま たは分れて薄い結締組織中にある.

筋細胞内部は,細 太二種の筋フィラメントが平均に

分布し,こ の間にJ-顆 粒が散在する.原 形質膜に近

い周辺部には,小 型のミトコンドリヤ,胞 状体がみら
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れる.こ の ような部分がかなり広く現われる所があ

り,ま た,こ れが長 くのびて枝となっている.こ の枝

は,他 の筋細胞の枝に接している場合が多い.接 触面

にはシナプシス胞と考えられる微小胞状体が多くみら

れる.こ れらの構造から,筋 細胞は,互 に連絡しあっ

ているものと考えられる.こ れは筋細胞が神経的要素

を含んでいることを示す.

筋層の外側の部分では,前 述とはまったく異なった

写真が得られる.体 胞上皮の下には,か なり厚い神経

叢がある.こ の部分は直経0.3μ 内外の神経繊維の集

合体からなる.神 経繊維の中には数種の胞状体,神 経

フイラメントなどが含まれている.筋 層に接する部分

では,神 経繊維と筋細胞との間にシナプシス構造が多

く認められる.

神経叢の所々には体腔上皮表面から内部に向って,

多量のフイラメントを含んだ繊維が集って現われる.

このことは神経繊維における筋性要素を暗示するもの

である.こ れらの神経繊維が細かく分岐して神経叢を

作っていると考えられる.

以上の観察をナマコの体壁や管足壁の平滑筋の場合

と比較し,ま た時間がゆるせば,ウ ニ,ヒ トデなど他

の棘皮動物のものについても言及したい.

32.平 滑筋の筋.神経接合部の電顕所見

東北大学 応用生理

長 沢 純一郎 水 戸 士 郎

われ われ はモ ル モッ トお よび ラッ トの各種 臓器 の平

滑 筋 お よびその 神経 終末 の電 子顕微 鏡 に よ る比 較観 察

を行 なっ たの で,現 在 まで に得 られ た所見 に つい て述

べ る.

1.い ず れの平 滑筋 組織 に おい て も,神 経線 維 は無

髄 で あ りそのaxon中 にはmitochondriaの 外 に多

数 のsynaptic vesicleを 含 んで い る像 が み られた.

筋 との 接 触部 に お い て骨格 筋 の 場 合の ようなend-

plateの 構造 は認 め られ なか った.ま たsynaptic

 jvesicle等 か らsympathetic,parasympathetic

 endingを 区 別す る こ とは現 在 の と こ ろ不可 能 であ

る.

2.腸 管平 滑筋(taenia coli,pylorus,duodenum,

ejunum)の 神 経終 末 は,数 個 以 上 の 群 を な し て

Schwanncellを 伴 ない結 合織 と ともに,や や大 きな

平滑 筋群 の間 に入 り込 んで い る像 が多 く,個 々の 平滑

筋細 胞 と単一 の神 経終 末 が互 いに接 してい る像 はほ と

ん どみ られ な か った.

3.Urogenital organの 平滑 筋(vas deferens,

urinary bladder,seminal vesicle)の 神経終 末 は,

Schwann sheathを 被 らない単 一 の無 髄 神経 終末 と

して平 滑筋 細胞 の間 に個 々 に散在 し,こ れが平 滑筋 細

胞に ポ ケッ ト状 に入 り込 んでい る像 が多 い.

4.つ ぎに平滑 筋 の 神経 終末 と比 較 す るため,ザ リ

ガニ腹 部のstretch receptorの 神経終 末 の観察 を行

な った.こ こには知 覚性,運 動 性お よび これ等 に対 す

る抑制 神経 の 終末 が存在 して いる.

知 覚性 の終 末 は特 有 な構 造 を有 し明 らかに 他の 終末

と区別 さ れ る が,運 動 性 お よび抑 制性 の 御 経終 末 は

mitochondriaと 多 数 のsynaptic vesicleを 有 し

てい る点で は,平 滑 筋の 神経 終末像 と類似 してい る.

しか し運 動 性 と抑制 性 の神経 終末 の区 別 は現在検 討 中

で ある.

33.Taenia Coliの 興奮性および収縮性

におよぼす伸張の影響

順天堂大学 第二生理

真 島 英 信 吉 田 敏 郎

切り出したモル モ ット結腸紐平滑筋の全発生張力

(静止張力自発性張力)は 伸張によって増大する.こ

のとき放電頻度も増加している.し たがって平滑筋の

興奮性は筋長が増す程増大することが考えられる.自

発性収縮の型も筋伸張に伴ない次第に収縮の持続時間

が延長し,各収縮後の休止期が短縮して来る.しかし筋

長を一定に保って長時間観察すると,収 縮の持続時間

は次第に増大したり.ま た再び減少したりし得るもの

であることが分った.

他方活動張力が最大となる筋長は強縮刺激の場合は

100%(生 体長20mmに 相当),自 発性収縮の場合

は120%の ところにある.し かし強縮張力と自発収

縮との比は伸張度にほぼ比例して増加し 結局筋長

175%以 上に伸展すれば両張力は等しくなりその比

は1に なる.

筋長小なるとき自発性収縮における張力が強縮刺激

張力よりもはるかに小さいのは,自 発性収縮に関与す

る筋細胞の数の少ないことによるものと思われるが,

別に1個 の細胞についても筋の活動状態の強さに変化

が起こることも考えられる.

34.小 腸縦走筋層における興奮伝導

福島医大 第一生理

横 山 正 松

家兎小腸縦走筋層の縦軸に沿う2箇 所から細胞外活

動電位を誘導し,ス パイク群の対応を調べ,小 腸縦走

筋層における興奮伝導の性格を研究した.
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方法:実 験材料は家兎回腸よ り剔出された小腸筋

片および小腸管.Tyrode液 中灌流,温 度35℃,95%

 O2,5%CO2通 気,先端0.3mmの 内径をもつガラン

電極より活動電位を誘導.

結果:家 兎小腸縦走筋層の縦軸にそ う2箇 所より

活動電位を誘導すると,誘 導部位間距離がある一定長

以内の時は,口 側部と肛門側部からの2系 列のスパイ

ク群に1対1の スパイク群の対応がみられる.し かし

個々スパイクの大きさおよび1つ のスパイク群中のス

パイク発生数やスパイク間時間は時々刻々に変 り,ま

た口側と肛門側から誘導されるスパイク群に対応がみ

られる場合でも,個 々のスパイクの口側,肛 門側にお

ける対応はない.

口側と肛門側におけるスパイク群の対応がみられる

最大距離は,標本の巾によって変る.巾4mmの 回腸筋

片では13～20mm,巾8mmの 回腸筋片では25～43

mm,回 腸からの小腸管では,70～77mmで ある.

この範囲を越す2箇 所からとれるスパイク群は,お 互

に無関係にあらわれるか,ま たは1箇 所からのスパイ

ク群系列中に他の別のスパイク群が介入する.

本実験においては,回 腸筋片および小腸管の縦軸方

向にかかる張力は0.2～0.5gで あり,ほ とんど非伸

展の状態である.律 動的収縮運動は5～8秒 の周期を

もつ.こ の運動は生体内の振子運動に相当する.か か

る運動のもとに,小 腸縦走筋の縦方向における2箇 所

から誘導されたスパイク群の系列中,ス パイク群の対

応がみられるのはある一定距離以内のみであること,

またこの対応がみられる時でも,個 々のスパイクの対

応は口側と肛門側でみられぬことは,小 腸縦走筋層の

筋々連絡が心筋のように密接でないという1つ の性格

を示している.

35.モ ルモッ トの剔出小腸片の運動

岡山大学 第二生理

福 原 武 福 田 博 之

(1)Trendelenburg法 において,モ ルモットの剔

出小腸片の内圧をたかめるときにみられる縦走筋短縮

は充満によつてひき起される純物理的現象である.こ

れを考慮するならば,小 腸の縦横両筋層は同時に収縮

弛緩するというべきである.

(2)き わめて新鮮な標本では,整 調が十分である

とはいえないけれども,内 圧零のさいにも主として縦

走筋収縮から成るごく微弱な口側から尾側へ向う伝播

収縮波がみられる.内圧を0～2cmH2Oに たかめる

と,輪 走筋がより多 く参加収縮することによって波が

強力となり顕著な内容排出が認められる.剔 出後20

～30分 経過すると,数 個の波が重加し,あ たかも1

個の大波であるかのようにみえる.さ らに時が経過す

ると,期 外の収縮が尾側端,あ るいはその他の部位に

生起し,収 縮が雑然,無 秩序となる.こ れは10Cに

24時 間冷蔵した腸片,あ るいはコカインで粘膜 を麻

痺したものでみられる現象によく似ている.

(3)剔 出初期にみられる周期の短い,し かも収縮

の強い波が,か って福原によって蠕動と名づけられた

運動型である.こ れまでの研究者は(2)に 述べた大波

を蠕動と名づけている.し かし,こ れは小波の重加に

よって生ずるもので,い わば骨格筋における強縮様の

収縮であり,正 常状態において起こるものではなく,

すでに腸が非生理的状態に陥った結果として生起する

ものと考えられる.

(4)こ れ までの粘膜内反射の研究,お よびこの度

の研究結果から,壁 内神経細胞のはたらきによって小

腸の収縮に方向性が賦与されるものと考えられる.剔

出小腸では,時 が経過するにつれて,こ の細胞の機能

が衰頽しその結果 として波の方向性が乱れてくる.そ

して完全に麻痺したときに雑然、無秩序な収縮が出現

するものと考えられる.

36.小 腸運動におよぼす薬物の効果

岡山大学 第二生理

椎 名 宏

1)三 種 類のThiry-Vella空 腸 瘻,す なわ ち正常

瘻,腸 間膜 神 経の 切断 され た瘻,壁 内神 経細胞 の破 壊

され た瘻 を具 えた無 麻酔 イヌを もらい,種 々の薬物 の

小 腸運 動 に お よぼ す効果 に つい て研究 したの で,つ ぎ

に報告 す る.

2)a)neostigmineを 投与 す る と,正 常瘻 お よび神

経 切断瘻 の運 動 は,と もに著 し くたか まるが,神 経 細

胞破 壊瘻 の運 動 に対 しては何 ら効果 が み られ ない.他

方acetylcholineは 正常 瘻,神 経 切断 瘻 お よび神経

細胞 破壊 瘻 の運動 をすべ てた かめ る.こ の事 実 か ら神

経細 胞破 壊瘻 で は,acetylcholineの 分泌 が 正常瘻 と

比較 して,ご く少 量 であ る と考 え られ る.

b)正 常瘻 お よび神 経細 胞破 壊瘻 のacetylcholinc

含 有 量 をChangとGaddumの 方法 に よ り定 量 す る

と,そ れ ぞれ2.41γ/g,お よび0.51γ/gで あ り,両

者 の間 で顕 著 な差 を認 めた.

c)こ れ らの事実 か ら,腸 管 に おけ るacetylcholine

の生 成 は,主 と して腸 壁 内神経 叢 に起 因す る と考 えら

れ る.

3)a)morphineは 筋 肉 に働 くこ とに よって,腸 運

動 を著 し くたか め,さ らに 神経節 細胞 に も働 い て,そ
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の機能 を亢 進 させ る.

b)barbituratc, urethaneお よびchloraloseは

筋 肉 に働 いて腸 運動 を弱 め るが,そ の致死 量 を投与 し

て も神経細 胞 を麻痺 しない.

37.平 滑筋膜におよぼす刺激電流の効果

Oxford University

九州大学 第一生理

栗 山 煕 富 田 忠 雄

モルモットの結腸平滑筋の電気的性質を細胞内およ

び細胞外通電によって観察した.細 胞内刺激にはホイ

ス トン・ブリッヂ法を用いた.正 常膜の静止電位は約

55mV,活 動電位は約60mVで あ り,自 発放電を行

なっている.

内向き電流により膜電位,活 動電位およびその最大

上昇速度は増加し,外 向き電流により減少する.膜 に

流す電流を一定に保っていても活動電位の大きさは徐

々に変化し,一 定の大きさに達するには5～10秒 を

必要とする.こ の現象はNa-運 搬体の不活性化過程

の増減によって説明できる.こ の平滑筋ではNa-運

搬体は正常においてもある程度不活性化されていると

考えられる.

弱電流を膜に流して膜の抵抗(300～400Ωcm2)お

よび容量(10μF/cm2)を 測定した.こ の膜の弱電流

によりV-I関 係は直線的である.

細胞内脱分極電流によって活動電位を誘発すること

ができる.し きい電位は-30～-35mVで ある.活 動

電位の大きさと膜電位の大きさの関係 はS字 状 であ

り,最 大電位はしきい電位から50mV以 上 もしめす

ことがあり,+20mVに も達する.活 動電位の上昇期

はNaイ オンの内向き移動によるものとすれば,そ の

内向き電流は0.2mA/cm2で,そ の移動速度は2×

10-9M/cm2/secで,Naイ オンは活動電位あたり5×

10-12M/cm2内 向きに移動する.

強電流を膜に流し膜電位をK電 位よりさらに大きく

すると急に膜抵抗が増加する.過 分極した膜では刺激

によってスパイクの後にプラトー期を持つ活動電位が

発生する.こ の現象はK-イ オンのコンダクタンスの

変化で説明することができる.

脱分極を起した膜に過分極電流を流すと陽極開放興

奮を発生 させることができる.

細胞外刺激によっても膜を脱分極および過分極する

ことができる.細 胞外刺激の相違は前者は自発放電頻

度に変化を与えないが,後 者は著明に影響する.

細胞外刺激によって活動電位を発生 させると,そ の

後に一過性の過分極が起こり,こ の期間中は自発放電

が抑制される.弱 い刺激では一過性の過分極と抑制の

みが発生する.こ の現象は神経末梢の刺激によるもの

ではなく.筋 細胞を流れる電流によって起こるものと

考えられる.

38. 通電による腸管平滑筋の興奮性の変化

東北大学 応用生理

猪 又 八 郎

モルモットのTaenia coliに みられる自発性放電

を細胞内電極を用いて記録し,細 胞外電極による直流

通電に対する自発性興奮の発射様式を観察した

1)外 向き電流による通流の場合,通 電中spike頻

度の増加がみられ,電 流の強さに応じてspike持 続時

間の延長と振巾の減少がみられる.さ らに強い電流で

は通電中かえって抑制がみられる.

2)内 向 き電流の通電中はspike頻 度の減少又は消

失がみられる.通 電中止直後に著しいspike頻 度の増

加がみられた(anodal break excitation).

3)外 向 き又内向き通電時ともに,細 胞状態により

oscillatory potentialが 記録され,こ れは電流の強

さとともに増加する.

oscillationに 対する閾値は内向き電流より外向き

電流では低い.形 状において内向き電流時,或 る値で

spike様 反応がみられる.

4)高 頻度刺激では単一パルスの強さの増加により

長い直流通電時の効果と類似する.

39. 平滑筋における興奮とカルシウムイオンの

移動

東北大学応用生理 鳥飼内科

長 沢 純一郎

平滑筋においても骨格筋や心筋と同様に,そ の興奮

一収縮過程にはCaイ オンが密接な関係を有 してい

る.わ れわれは平滑筋組織としてモルモットの結腸紐

を用い,こ の組織におけるCaの 移動を放射性同位元

素45Caを 用いて検討した.

結腸紐の45Caのuptakeは30℃ では約150分

で平衡に達し,こ れは低温(20℃ および2℃)に よっ

てはあまり影響を受けない.こ れに対し45Caが 組織

から失なわれる率,す なわちeffluxは,低 温になる

程遅 くなり組織にCaが 貯留する結果を示した.ま た

Ringer液 の温度を370Cに 上げると,低 温で組織に

貯留した45Caは すみやかに減少した.こ れはNaイ

オンの動きと同じ傾向であり,Na-pumpが この組織

に存在するのと同じくCa-pumpも 存在することを示
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してい る と考 え られ る.

EDTAを 用 いて灌 流液 のCaイ オ ンの働 きを消失

させ る と,結 腸紐 中の45Caは 急速 に減 少 す る傾 向 を

示 し,こ の時 の減 少 のhalf-timeに は正 常Ringer液

で55分,EDTA-Ringer液 では25分 であ った.

この ような著 しい変 化 は,単 にRiager液 のCaイ オ

ン を除 い ただ けで は観察 され な か った.ま たEDTA-

Ringer液 中で は結腸 紐 のKが 著 し く減 少 し,そ れが

ほぼ 同量Naの 増 加 で補 なわれ てい るこ と,お よび

この変 化 は灌流 液 にCaイ オ ンを加 える こ とに よ り,

ある程 度 まで可 逆的 に 回復す る結果 が得 られた.

KClあ るい はK2SO4に よ り結腸 紐 の平滑 筋 細胞

膜 を脱 分極 す る と,45Caのeffluxは 明 らか に増 加

した.ま たhistamine,serotoninに よ り45Caの

effluxは 増 加 した.こ れ に対 し,acetylcholineは

結 腸紐 を もっ と も効 果的 に収 縮 さ せ,ま た42Kの

effluxを 著 明に増 す作 用 を有 する に もか かわ らず ,
45Caのeffluxに はほ とん ど影響 を与 えなか

った.

40. 平滑筋の筋神経接合部における抑制現象

東北大学 応用生理

猪 又 八 郎 鈴 木 泰 三

平滑筋の自律神経からの興奮 と抑制の反応経過につ

いて,Gillespieは 兎の小腸を使用して,ま たBur-

nstock & Hollman等 はモルモッ トの輸精管と大腸

紐でそれぞれ観察している.わ れわれはモルモツ トの

大腸紐を使用し,こ れの抑制シナップス後部電位(IP

SP)を 細胞内電極法で記録し,そ の性状を検討した.

(1)自 発性スパイク放電中に,任 意間隔のパルス

刺激を適用すると,単 一パルス刺激後一定の潜伏期を

おいて急な過分極を生じ,刺 激後150～200msecに

おいて最大となり,以 後次第に元に戻る.こ の電位は

刺激強度を増すとそれに伴なって増大し,刺 激頻度を

増すと抑制効果は増す.ま たこの間スパイク放電の消

失がみられる.

(2)刺 激頻度を毎秒10～20回 にすると過分極の

経過は刺激終了後にも続き,そ の過分極の続いている

間は抑制の効果が認められる.

41. 腸における興奮伝播に関する研究

徳島大学 田北外科

田 北 周 平 西 島 早 見

菅 野 理 辻 村 武 文

小腸における蠕動性興奮の伝播機転を検討する目的

で,腸 蹄係の連続性を離断した後における腸壁の活動

電位を記録観察した.

外科的に端端吻合術操作を加えた際の興奮伝播機構

を追求するために,ウ サギを使用し小腸切除端端吻合

術操作を加え,術 後経時的に吻合部を摘出超生し活動

電位を記録した.

正常腸では規則正しい収縮輪の伝播に一致して4.3

～5.9secの 周期でspike群 の発生が見られた.小 腸

切除端端吻合術後7日 目の吻合腸では,spike群 発現

の周期はきわめて不規則で吻合線上下では明らかに異

なり,興 奮伝播の傾向は見られない.そ の後経過 とと

もに吻合腸の各部におけるspike発 生は次第に規則

的となり,吻 合線の上下部における周期は一致する傾

向を示し,約1カ 月以上を経過した後には,し ばしば

吻合線を越えて伝播したかのごときspike群 の発生

をみた.約2カ 月以上を経過すると,吻 合上部に発生

した蠕動は明らかに吻合線を越えて伝播され.規 則的

に出現するspike群 を認めた.単 純性イレウス作成後

6～18時 間 を経て閉塞部腸を切除し端端吻合を行 な

ったものでは,運 動の回復はきわめて不良で吻合線部

の興奮伝播時間は明らかに延長傾向を示 した.

外科的吻合操作を加えない際の興奮伝播状態を検討

するために,Prosserに したがってネコ小腸の輪状筋

loopを 使用しspike potentialを 記録すると,自 発

的には各所に発生伝播する順蠕動や逆蠕動を認め,ま

た機械的刺激による局所の収縮輪や上下方向に伝播す

る蠕動輪をみた.輪 状方向に30%あ るいは60%の

切離を加えた標本では,切 離線の上下において収縮輪

の伝播が認められ,対 照例と同様のspike発 生状態

を示したが,100%切 離例では切離端を密着させても

興奮伝播はみられなかった.

42. 諸種薬物の腸管筋電図におよぼす影響

千葉大学 第一外科教室

綿 貫 重 雄 緒 方 創

海 保 允 本 多 満

術後使用している蠕動亢進剤Vagostigmiae,Im-

idalinの 腸管におよぼす効果について筋電図の上から

検討することを目的 とした.

本実験で用いた電極は外径1mmの ビニール管に木

綿糸を通し,内 に生理的食塩水を充したもので糸の部

分を誘導する腸管に縫いつけ,電 極の他端をAg-AgCl

線に より増巾器に接続した.

ラボナール麻酔犬30頭 についてこの電極により得

られた筋電図は小腸では毎分12～21回 の周期をもつ

スパイク群と大腸ではスパイクが規則的につらなるス

パイク群,お よび不規則な電位変動の2形 である.

Vagostigmine 0.05mg/kg,Imidalin 1mg/kgを
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経静脈的に投与すると,小 腸の筋電図でともに類似の

成績を得た.す なわちスパイク放電間隔,お よび持続

時間の延長,最 大振巾の増大である.薬 物投与による

小腸と大腸の筋電図においてスパイク群持続時間と最

大振巾を掛け合わせた数値を腸管の電気的活動の指標

とす る と,こ の値 は大 き くな った.ま た スパ イク群 の

放電 間隔 は薬 物投与 に よ り乱 れ を生 ず る.

43. 消化管の筋電図学的研究:第2報

― 特に回盲部腸運動について―

名古屋市立大学医学部 第二外科教室

池 内 彦 勝 野 暹

 堀 田 哲 夫

われわれは,先 に家兎を用い大腸運動を筋電図学的

に観察し,幽 門部,回 盲部およびS状 彎曲部等に機能

的関連性のあることを認めているが,今 回はとくに大

腸内容輸送運動の起点と考えられ,そ の障害が臨床上

結腸右半型の便通異常としてしばしば問題となる回盲

部の腸運動を,家 兎および犬を用い筋電図学的に観察

した.

実験方法:2.5kg前 後の成熟家兎および10kg前

後の成犬について,双 極誘導にて腸管漿膜面から活動

電位を誘導記録した.

家兎における実験成績:1)spike potential発 生

は肉眼的な腸運動 とほぼ一致し,腸 管動態の観察の指

標となった.2)十 二指腸起始部は電気的活性上から

も腸運動のpacemakerと 云い得る.3)結 盲括約

部は大腸運動の一つのpacemakerで あることを筋

電図学的に証明し,ま た大腸にも興奮性勾配のあるこ

とを推察する結果をえた.4)十 二指腸起始部および

S状 彎曲部への低周波電気刺激が大腸全般の運動亢進

を惹起せしめえた.

犬における実 験成績:1)spike potential発 生

は,家 兎と同様腸運動の指標となりえた.2)十 二指

腸起始部の内圧変化は回盲部腸運動を亢進させた.

3)回 腸内容進入はそれ自体は盲腸運動を亢進 させな

いが,内 容進入による盲腸内圧上昇さらには盲腸運動

促進という二次的な働きがあるのではないかと考えら

れる結果をえた.4)回 盲部切除犬の慢性実験から,

術後5日 目と1.5カ 月目で吻合部の口側と尾側で電

気的活性の逆転を認めた.5)回 盲部切除後の十二指

腸内圧変化は吻合部附近の腸運動亢進をきたさなかっ

た.6)術 後に結盲括約部にかわる新らしい機能的大

腸運動のpacemakerの 出現を明らかになしえなか

った.

44. 温泉浴の家兎小腸筋電図におよぼす影響

東北大学医学部附属病院 鳴子分院外科

大 沼 弘 治

泉浴 と消化管機能に関する研究のうち,胃 分泌機能

に関する研究はかなりの数にのぼるが胃腸の運動機能

に関する研究はきわめて少ない.

私は最近平滑筋筋電図を用い,泉 浴が消化管運動に

如何なる影響をおよぼすか,家 兎について追求したの

で報告する.

筋電図の誘導には銀塩化銀針電極を用い,電 極間距

離を1mmと し,双 極誘導を試みた.ウ レタン麻酔

して開腹した家兎の回腸末端より30cmか ら50cm

口側でこの双極電極を漿膜面より刺入固定した.誘 導

は閉腹して行なった.

当分院の含芒硝食塩泉を用いて41℃5分 の泉浴

を行なった群と,電 熱加温気を用い て41℃5分 の

熱気浴を行なった群 とを比較しつぎの結果をえた.

1)泉 浴群では放電群間隔,お よび放電持続時間の

延長をきたし,腸 管運動の強い亢進がみられ,熱 気浴

群では放電群間隔,お よび放電持続時間の短縮をきた

し,泉 浴群にくらべ弱い腸管運動の亢進がみられた.

2)ま た筋電図上からみた腸運動の持続は泉浴群に

おいては熱気浴群にくらべ長い傾向を示した.

すなわち泉浴群,お よび熱気浴群の何れにおいても

腸管運動の亢進がみられたが,亢 進の程度および持続

は泉浴群においては熱気浴群にくらべ大 となり,泉 浴

群は熱気浴群にくらべ腸管運動の亢進をきたす面では

効果的と思われた.

45. 自家移植小腸の筋電図

東京大学分院 外科

林 田 健 男 田 中 大 平

 近 藤 芳 夫 荒 川 広太郎

 大 倉 透 宇 田 東 平

腸管の自家移植に必然的に伴なう,外 来神経の完全

遮断,血 流の一時的遮断が移植腸管の運動機能にいか

なる影響をおよぼすかは,臨 床的にも興味深いことと

思われる.

われわれは成犬にて,摘 出遊離した小腸を,6-0血

管吻合用絹糸による動静脈吻合,全 層漿膜の二層縫合

による腸端端吻合により,再 び旧位置に自家移植し,

22例 中7例 の生存例をえたので,こ れらにて術後2

週間,1カ 月,2カ 月の移植腸管の平滑筋機能を吸引

電極を用いて筋電図学的に考察した.ま た,こ の慢性

実験に加えて急性実験として,移 植直前および直後,

denervation時,阻 血時,血 流再開時と分け,そ れぞ
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れの筋電図を観察記録した.

急性実験で1)dencrvation後 の筋電図ではspike

放電の消失,slow wave振 巾減少等,か なり電気的

活性が低下しているようであるが,manipulationを

加 えた影響を多分にあるものと思われる.II)阻 血直

後では,か なり異常な興奮がspike放 電 としてみ ら

れるが,次 第に興奮が低下し,slow waveも 消 失 し

て2時 間後ではほとんど電気的興奮がみられず,平 坦

な筋電図となる.III)血 流再開-す なわち,移 植後

では,興 奮は非常に強く,大 きなspike放 電が群生し

て現われてくる.slow waveは 次第に規則的 なpa-

tternを 示 してくるが,健 常部 と比しては周期の延長

がみられ,波 形も異様である.

慢性実験では筋電図学的にみて1～2カ 月で,一 見

ほぼ正常に復するようであるが,波 形,周 期などに多

少の異常を残す.こ れには中枢との神経遮断,阻 血に

よる腸壁内在神経,平 滑筋自身の変化が組合わさって

かなり複雑な問題がからみあっていると考えられ,筋

電図所見のみならず,組 織学的研究も含めて,さ らに

短期より長期の詳細なる観察を行ないつつある.

46. 消化管狭窄と活動電位(第2報)

東邦大学 粟津外科

継 行 男 島 田 長 也

 河 上 洋

実験的に消化管狭窄犬を作成し,狭 窄上下消化管各

部の運動状態を活動電流を指標に観察した。管腔内径

を縮小する目的で小腸下部(回 腸)に 器質的障害を与

えることなく任意の圧が加え られ る ゴム製バルーン

を腸間膜の一部を通し血行を阻害するこ とな く装着

し,腸 内容の通過が辛うじて可能な程度に狭窄した.

誘導部位は狭窄部近接腸管上下,お よび遠隔部として

胃幽門前庭部,十 二指腸,回 腸末端,上 行結腸としそ

れぞれに双極電極を埋没固定し,経 時的に記録観察し

た.

(1)狭 窄上部消化管について

胃幽門前庭部では小腸下部狭窄のためと思われる

spike放 電の変化に乏しく,振 巾の減少や発生間隔の

延長を散見するがとくに注目すべき所見をみない.

十二指腸では狭窄後burst形 成の抑制傾向をみる

が4～6時 間後よりburst多 発傾向がある.た だし

この傾向は2日 以後再び正常周期に復帰するようであ

る.

近接上部小腸では狭窄直後より放電の活性傾向をみ

るが休止期もみられ,発 生は必ずしも規則的ではな

い.24時 間 を経過すると活動電位はもつとも強大活

発となり,休 止期や周期の延長はみられなくなり十二

指腸または空腸上部を思わしめるようなburst形 成

が顕著となり狭窄部に向う強い運動の一面が伺われ

る.

(2)狭 窄下部消化管について

近接下部小腸では長い休止期がみられ,放 電の抑制

傾向が強い.こ の傾向は回腸末端,上 行結腸でもおお

むね同様であった.し かし上行結腸では6～12時 間

後,近 接下部小腸では48時 間後に至 りそれぞれ放電

の開始または周期性の回復がみられる.こ の点は上部

消化管 と対照的である.

(3)上 下各消化管の相互の関係についてはなお検討

を続けているが狭窄後上部消化管のspike放 電 をみる

場合でも下部消化管のspike放 電 をみ る までにや ゝ

時間がおくれる.

47. 大脳皮質刺激時の腸管筋電図について

東邦大学 粟津外科

柏 木 孝 夫

大脳皮質各部位で自律神経中枢に影響をおよぼすと

考えられている場所に化学的および電気的両刺激を加

えて働作流の変化を観察した.実 験方法 は家兎を用

い,刺 激部位は前頭領,帯 回前部,後 部,視 神経交叉

前方部,海 馬回の5部 位を対称とした。電気刺激は銀

線双極電極,化 学的刺激はL-グ ルタミンソーダを使

用した.

誘導は十二指腸,廻 腸末端部に当教室伊東の考案せ

る釣針双極針電極を固定し時定数を0.03秒 として同

時記録を行なった.

大脳各部位の刺激の腸管働作流におよぼす影響は促

進あるいは抑制があり,或 時期では両作用いずれとも

判断できかねる結果を生じたが,化 学的刺激にては,

その最適濃度で電気刺激ではその強度に応じて変化し

た.

とくに帯回前部および前頭領では亢進が帯回後部で

は抑制が著明であった.

48. 胃内容排出におよぼす温度,滲 透圧など

の影響について

岡山大学 第二生理

難 波 良 司 椎 名 宏

当教室では仙波が酸およびアルカリの胃内容排出に

およぼす影響を研究し,そ の排出の調節が粘膜内反射

によって営まれていることを明らかにした.私 どもは

上述の内反射を考慮して,数 種の食品の胃内容排出に
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およぼす影響を検討し,そ の機構を探究した.

実験にはPentobarbital sodiumで 麻酔したイヌ

をもちい,そ の胃幽門部を,ま ず対照として0.9%食

塩水で灌流し,十 二指腸下行部から排出される液量な

らびに胃,十 二指腸の運動を記録したのち,灌 流液を

各種の被験食品にきりかえて,そ の排出量および運動

の変化を調べた.

実験結果を要約するとつぎのようになる.

1)約30℃ に温められた蒸溜水で胃内腔を灌流し

ても,胃 運動ならびに排出には変化が認められない.

2)食 塩水で灌流すると,5%食 塩水まではあまり

著明な変化は認められないが,10%以 上の食塩水で

は濃度が増すにつれて胃緊張が著明にたかまり,逆 蠕

動波が幽門部附近より出現してくる.こ の結果灌流液

の排出は著明に遅滞する.

3)被 験食品のうち5～20%澱 粉溶液,大 豆油お

よび卵黄等では液排出は著明に遅滞する.ま た蠕動波

の振幅も増大する.

4)0.9%食 塩水を3～5℃ に冷却して胃内腔 を

灌流すると胃運動は次第に抑制され液の排出も遅滞し

てくる.他 方約67℃ に熱せられた0.9%食 塩水で

灌流すると,胃 および十二指腸の運動は,蠕 動波の頻

数が増して不規則となるが,や がて抑制 されて しま

う.

5)以 上の事実から,胃 においても小腸大腸と同様

に胃粘膜に加わる機械的あるいは化学的刺激に応じて

粘膜内反射が起こり,こ の反射が胃の緊張,蠕 動波の

方向,強 さを規整して,胃 内容排出に重要な役割を演

じているということができる.

49. 高位脳幹刺激による胃運動促進お よび

抑制について

広島大学 第二生理

銭 場 武 彦 藤 井 一 元

 木 村 進 匡

1.麻 酔 イヌおよび無麻酔の除脳イヌ計102匹 を用

いて,視 床下部,中 脳蓋 ・大脳脚部を,直 視下に口径

20μ の単極電導子で電気的に刺激して胃運動の変化を

追及し,か つその刺激部位を組織学的に決定した.

2.胃 運動の促進(収 縮の増大,緊 張の増加)は,

視床下部では,前 側核,旁 室核,外 側核,腹 内側核,

背内側核,視 床下核,脳 弓柱,Forel域,乳 頭体諸核

等で得られた.

中脳蓋 ・大脳脚部では網様体を主とし,そ の他中心

灰白質,赤 核,黒 質,動 眼神経核,上 小脳脚(交叉),

赤核脊髄路,内 側毛帯,下 丘核,楔 状核等に促進点が

みられた.

3.胃 運動の抑制(緊 張の低下,蠕 動波の消失)

は,視 床下部では,前 側核,下 旁束核,乳 頭体上核,

外側核および内側核,視 床下核等で得られた.ま た中

脳蓋 ・大脳脚部では,網 様体の全般,中 心灰白質,赤

核,黒 質,赤 核脊髄路,大 脳脚(狭 義),上 小脳脚,

下丘核,楔 状核,主 要聴覚路,内 側毛帯,脊 髄延髄視

床路で得られた.

4.殆 ん どの核において,促 進と抑制の両者が混在

したのに反し,乳 頭体領域でForel域 が促進のみの

反応を示し,そ の内側の下旁束核が抑制のみを示した

ことは特異的である.ま た赤核,黒 質,視 床下核等の

錐体外路系と,胃 運動促進および抑制が密接な関連が

あることを示 した.

5.刺 激の強度,頻 度の変化は自分等の用いた刺激

の程度の範囲内では,効 果の逆転を生じなかった.ま

た麻酔イヌでも,無 麻酔除脳イヌでも結果には影響さ

れなかった.

追 加

中枢刺激および破壊による下部食道,噴 門部

の電気生理学的研究

日本大学 第三外科

佐 藤 博 稲 見 修

 武 内 節 夫

教室においては数年来特発性食道拡張の研究の一部

として中枢神経系と本症の関連を追求しております.

今回は前会発表の中枢刺激実験と合わせて破壊実験

について追加致しました.

実験には108匹 の猫を用い,下 部食道,噴 門部の内

圧曲線,筋 電図およびレ線にて結果を判定しました.

刺激実験にてその亢進点が間脳ではH.V,m.(Hy-

pothalamus ventro-medialis)等 に比較的多くまた

延髄ではN.X.d.(Nucleus dorsalis nervi vagii)

に認められたのでこれらを電気破壊し噴門部失調を有

する猫を7例 得ましたのでこれらのことを追加致 し

ました.

50. 迷走神経性胃運動の抑制について

広島大学 第二生理

銭 場 武 彦 藤 井 一 元

 木 村 進 匡

迷走神経は胃運動促進神経であるが,多 くの研究者

により,迷 走神経幹の刺激が胃運動の抑制を生ずるこ

とが報告されており,胃 の状態の変化とか,刺 激条件

によって,迷 走神経本来の効果が逆転するといわれて

いるが,未 だこの機序は解明されていない.



1 3 6

演者らは,延 髄を刺激し迷走神経を介して起こる胃

運動抑制機転について追及した.

麻酔または無麻酔除脳 イヌを用いた.脊 髄はあらか

じめ切断してある.胃 運動はゴム嚢タンブール法でカ

イモグラフに描記させた.20～50μ の単極電導子 を

用いて直視下に延髄の種々の部位を電気的に刺激 し

た.

延髄背面で正中の1mm横 の刺激で,典 型的な胃運

動抑制が生じ,蠕 動運動はまったく消失し緊張は減

退した.同 じ動物で灰白翼を刺激する時は,胃 運動は

反って促進した.胃 抑制は両側迷走神経切断後あるい

は交感神経遮断剤を与えたのちは最早起こらない.

抑制点を組織学的に検索すると,38例 中25例 は,

内側縦束に認められ,6例 はこれに近い網様体に,3

例は縫線にあり,そ の他それぞれ1例 づつは,副 楔状

核,孤 束,下 前庭神経核,赤 核脊髄路に見出された.

一方
,胃 促進点は背側核であつた.

演者らはすでに生理的状態で,胃 運動抑制反射の遠

心路として迷走神経が関与することを証したが,以 上

の実験から迷走神経内には,胃 に行く抑制神経(ad-

renergic nerve)が 混在すると結論できる.

51. 分節的胃切除術後の胃運動機能について

東北大学 槇外科

槇 哲 夫 白 鳥 常 男

 塚 本 長 菅 原 侠 治

 黒 田 俊 関 根 毅

槇外科教室においては胃潰瘍に対して,胃 前庭部を

残して,壁 細胞の密に存在する塩酸分泌領域である胃

体部を潰瘍を含めて切除し,残 存した上 ・下部の胃を

吻合する分節的胃切除術を行なっている.

分節的胃切除術を行なった後の胃の運動機能をX線

映画で観察し,つ ぎのような特徴のあることを知 っ

た.

本手術ではもつとも運動の強力な胃前庭部,胃 内容

の十二指腸への排出を調節する幽門括約筋,胃 内容の

食道への逆流を防止する噴門部,お よび内容を貯留す

る胃底部が残存しているのでBI法,BII法,お よび

胃底部切除術に較べ運動機能上はるか に生理的であ

る.

また胃体部切除後幽門痙攣による幽門部の通過障害

が起こるので,こ れを防止するため括約筋切開術,あ

るいは幽門成形術を行なっているが,こ れらの手術に

より幽門括約筋機能が廃絶されるようなことはない.

つぎに,吻合上・下部の蠕動運動が連動するか否かの

問題については,21例 中18例 に連動している所見を

確認することができなかったが,他 の3例 については

蠕動運動の半数以下に連動している所見を認めた.

52. 犬胃における逆蠕動発生について

東北大学 槇外科

白 鳥 常 男 黒 田 俊

 菅 原 侠 治 関 根 毅

 岡 田 満 之

成犬を用い,チ オペンタールソジウム静注麻酔下に

開腹し,胃 を横切後,端 端 ・再吻合し,吻 合下部胃に

逆蠕動が発生している時,幽 門成形術および内臓神経

切断術の影響を肉眼的および筋電図学的に観察し,つ

ぎの所見を得た.

1)胃 を前庭部において横切 ・端端吻合すると吻合

下部胃には肉眼的に逆蠕動が多発する.

2)吻 合下部胃に逆蠕動が多発している時,幽 門形

成術を行なうと筋電図上約50%に 逆蠕動放電の減少

が観察された.

3)横 切端端吻合後に内臓神経切断を行なうと吻合

下部胃における正および逆蠕動放電の放電間隔に延長

が認められ,逆 蠕動放電の減少する傾向が観察 され

た.

53. 胃血流遮断の胃蠕動運動におよぼす影響

東北大学 槇外科

白 鳥 常 男 菅 原 侠 治

 黒 田 俊 関 根 毅

 渡 辺 祐

成犬を用い,麻 酔開腹下に,胃 血流を遮断し,胃 蠕

動運動の変化を肉眼的ならびに筋電図学的に観察し,

つぎの所見を得た.

1)左 または右胃大網動脈の血流遮断では,大 部分

の例において著明な変化を認めなかつた.

2)左 胃動脈または胃十二指腸動脈の血流遮断で

は,肉 眼上蠕動運動の著明な亢進がみられた.筋 電図

上では,放 電間隔,伝 播速度に著明な変化はなかった

が,蠕 動運動が強力な場合は,し ばしば筋電図が誘導

されない場合があった.

54. 胆汁排出機序に関する実験的研究

三重県立大学医学部 藤野外科

藤 野 敏 行 佐々木 敬 二

 谷 奥 啓一郎 落 合 洋

 田 中 丈 二 鈴 木 尚 温

教室では数年来,胆 汁排出機序,と くにOddi氏 筋

と十二指腸筋との関係を,主 として働作流の 上から追



13 7

求 して きた が,今 回 は これ に胆 の う働 作流,お よび胆

道 内圧 を も観察 し,同 時 に16mmシ ネに て記録 した.

成熟 家兎 をペ ン トバ ル ビター ル麻 酔 下 に開腹,軽 量

電 極 を漿膜 面 より刺 入,組 織 接着 剤 で固定 し,働 作流

を記録 す る と同時 に,Tチ ューブ を総胆 管 内に挿入 し,

エ レ ク トロマ ノ メー ターで 内圧 を測 定記録 した.

観察 はすべ て閉腹2～3時 間 後,筋 電 図の 安定 す る

の を まっ て行 なった.

(1)筋 電 図上,Oddi氏 筋 お よび十二 指腸 筋 の間 に

差 異 をつ け難 い こ とは すで に発 表 の通 りで あ る.た だ

両 者 とも常に 一定 のパ ター ン を示 す もの では な く,長

時間 の観 察 中には,休 止 期 もあ り,そ の バー ス トを形

成 す るスパ イク数 お よびvoltageは 種 々変 化 する.

(2)6例 に おい て家 兎胆 の うの筋電 図 の記録 に 成

功 した.こ れに は2つ のtypeを 認 めた.一 つ は周期

的 に現 れ る2～3コ,10～30μVのspike放 電 で,こ

れ は胆 の うの蠕動 の存 在 を思 わせ る.他 は やは り周期

的 に現 れ る1O～30コ,10～80μVのspike群 で,コ レ

シ ス トキニ ン(C.C.K.)投 与 時 に 後 者 が し ば し ば 観

察 され た ことよ り,こ れ は胆 の うのKontraktionと

関係 が ある もの と思 わ れ る.

(3)胆 道 内圧 は,Oddi氏 筋 お よび この周 囲の十

二 指腸 のspike放 電 と同調 して上 昇 す る.し か し時

にOddi氏 筋 にSpike放 電 がみ られ ない 場合 に も,

内圧 の上昇 をみ るこ とがあ った.

(4)Oddi氏 筋 にspike放 電 がみ られ る時 は,

総 胆管 内 の胆汁 の流 れ は停止,あ るいは きわ めて緩 徐

となる.胆 道 内圧 を一定 に し,C.C.K.を 投 与 す る

と,Oddi氏 筋 のspike放 電 は頻発 す るが,そ の間

歇 期 に おけ る 十二 指腸 内へ の 胆汁 流 出は 多 く な る.

(16mmシ ネ供 覧)

(5)組 織 学的 検索 に おい て,Oddi氏 筋 と十 二指

腸 筋 との間 に は,筋 繊 維 の移行 が認 め られ た.

55. 胆汁排出機序に関する電気生理学的研究

九州大学 第一外科

林 篤 彦 鍬 塚 登喜郎

1.胆 汁排出機転を解明する目的で犬 を用い,胆

嚢内圧曲線,十 二指腸内圧曲線,胆 道末端部筋電図,

十二指腸筋電図,胆道末端部灌流液通過滴数をElect-

rograph recorderを 用いて同時連続的に記録し,さ

らに諸種薬物の影響を観察して,胆 汁排出における胆

嚢,胆 道末端部,十 二指腸の相互関係の検討を行なっ

た.

2.胆 嚢運動には律動運動と長い経過をとる積極的

収縮運動があり,律 動運動は胆汁の胆嚢内導入に,積

極的収縮運動は胆嚢胆汁の排出に役立っていると思わ

れる.

3.胆 道末端部抵抗は胆道末端部の壁の緊張の変化

と,さ らにその上に胆道末端部筋電図のspikeに 一

致した収縮運動による速かな抵抗の変化によって変動

する.

4.筋 電図上,胆 道末端部 と同位十二指腸はほとん

ど同じ態度を示した.

5.胆 嚢胆汁の排出は胆嚢の積極的収縮持続期に胆

道末端部運動の弛緩期,ま た同時に十二指腸運動曲線

の谷が一致した時に起こるものと思われる.

6.胆 汁の十二指腸内排出は,胆 道内圧と十二指腸

内圧の間に充分な圧差が生じた時,胆 道末端部の抵抗

下降が重って起こった時に起こり,肝 の胆汁分泌,胆

嚢の収縮,胆 道末端部と十二指腸の緊張および運動の

変化等の複雑な組合せによるものと思われる.

56. 十二指腸,オ ツヂ筋の活動電位と胆汁排

出機序について(人 体における観察)

弘前大学 大内外科

大内清太 小野慶一 鳴海裕行

 渡辺 襄 熊谷達夫 鈴木行三

 土 田 博

さきにわれわれは家兎の胆管末端部,お よび十二指

腸壁筋の活動電位導出と,胆 道のX線 映画法および内

圧測定法 とを同時併用し,こ れらの相互関係について

検討した結果,胆 汁排出機転におけるOddi括 約筋

機能につき,あ る程度の解明を行なう ことができた

(第2回 平滑筋筋電図研究会).そ こで今回は,こ れ

らの試みを人体について行ない,家 兎による実験成績

との対比を行なうことができたので報告する.

胆石症患者15例 について,胆 嚢剔出,総 胆管切開

を行なった際,切 開口より総胆管内に挿入した金属カ

テーテルで十二指腸乳頭部を触知しつつ,同 時に十二

指腸授動術を施し,十 二指腸後部を左 方へ飜転,

Oddi筋 を確実にもとめ,こ れに腸管留置用銀塩化銀

双極電極を設置し,十 二指を元の状態になおし,同 じ

高さの十二指腸漿膜側面にもこの電極を固定した.リ

ード線を腹腔外に出し,胆 道内にはT字 管を挿入後閉

腹,手 術侵襲の去つた術後3日 目以降に観察を行なっ

た.す なわち安静無作為時にはOddi筋 および十二

指腸放電活動はほぼ時期を同じくして出現するが,放

電間隔,振 巾などで両者のパターンは若干異なってい

る.T字 管より生理的食塩水を急激に注入するとOddi

筋放電活動は増強し,十 二指腸には著明な変化がみ

られなかった.Oddi筋 に電気刺激を与えると同部放
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電活動は急激に増強し,胆 道内圧も著しく上昇する.

逆に十二指腸を刺激すると十二指腸放電活動は著明に

増強するが,Oddi筋 には変化なく,胆道内圧も上昇し

ない.さ らにX線 映画-オ シログラフ同時撮影装置を

用いて詳細に観察すると,造 影剤の十二指腸内排出時

にはOddi筋,十 二指腸の放電活動はみられず,また十

二指腸の放電活動が出現する時でも造影剤の排出は認

められた.Oddi筋 部に放電活動がみられる時は造影

剤の排出は中断され,こ の際十二指腸の放電活動は出

現する時もあれば,出 現しない場合もあって,Oddi

筋は十二指腸壁筋と密接な関係をもちながらも,機 能

的独立性を有する括約筋であると考えられる.

57. オッヂ筋に対するコレシス トキニンの影響

東北大学 槇外科

白鳥常男 赤田 琢 菅原侠治

 黒田 俊 加藤栄一

コレシス トキニンの胆嚢収縮作用は広く認められて

いるが,オ ッヂ筋に対する作用は必らずしも明らかで

ない.Sandblomら が抑制的に作用するのではない

かと推定して以来,今 なお明確な結論は出ていない.

われわれはオッヂ筋に対するコレシストキニンの影響

をみるために,胆 道内圧を測定し,コ レシス トキニン

注射前後の変化を記録し,2,3の 知見を得たので報

告する.

臨床例では胆嚢を剔出し,総 胆管内にT字 管を設置

せる患者で,術 後約3週 目に経T字 管的に,ま た動物

実験で犬および家兎を用い,胆 嚢管を結紮して,総 胆

管内に細いカテーテルを挿入して,エ レクトロマノメ

ーターにより,胆 道内圧を連続的に測定描記した.

臨床例では部分的乳頭切除術を行なった3例 および

肝内胆管癌で胆嚢剔出を行なっていない1例 計4例 で

コレシス トキニン注射により10mm水 柱以上の明ら

かな上昇がみられ,2例 では5mm水 柱以上,10mm

水柱以下の軽度上昇,4例 ではほとんど変化なく,1

例は下降した.部 分的乳頭切除を行なってオッヂ筋が

機能的に不全状態にあるにもかかわらず内圧上昇がみ

られるのは興味がある.

動物実験でも上昇するもの,変化のないもの,下降す

るものがあり,一 定の傾向を示し得なかった.今 後,

なお症例を重ね検討したい.


